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『 平成23年度を迎えて 』 

社団法人 熊本県理学療法士協会

           会長 北里 堅二

 

平成23年度最初の機関紙「かくどけい」の発行にあたり、ひとこと御挨拶申し上げます。 

去る3月11日に発生した東日本大震災は、その犠牲者・行方不明者はあわせて2万人余、発生から

2ヶ月たった今も多くの方が避難生活を余儀なくされています。福島では、津波による原子力発電所の

事故により更なる被害の拡大が懸念されている現状です。犠牲になられた方々の御冥福を心から祈念す

ると共に、被災された地域の一刻も早い復興を願ってやみません。今回の震災は、ある意味では日本人

の価値観を変える出来事だったといえると思います。豊かさ、便利さを追求し続けてきた今までの姿勢

を見直す必要があるのかもしれません。熊本県理学療法士協会としても、われわれに可能なことで、で

きるだけ息の長い支援を継続してゆきたいと思います。それがきっとわれわれの力にもなると信じてい

ます。 

さて、平成23年度は現体制になって3年目の節目の年です。今までの活動の成果が問われる年とい

う事もできましょう。最大の懸案である新公益法人への移行に関しては、今年中に公益法人の申請を県

に行うべく準備を進めています。訪問リハ実務者研修や新人研修・管理者教育プログラム等の研修シス

テムは順調に軌道に乗りつつあります。新しい協会のホームページも開設され運用を始めました。また、

広報誌「かくどけい」は、デジタル化と、一般の方にも有用な情報を提供できるようその内容をリニュ

ーアルしました。市町村や保健所からの事業の協力要請も少しずつではありますが増えつつあります。

熊本県の「障害のある人もない人も共に生きる熊本づくり条例（案）」に対する協会としてのパブリッ

クコメントも提出することができました。多くのことが形になりつつある一方で、急激な会員の増加と

それに伴う会員の構成比の変化など、これまでの形を変えてゆかねばならないことも数多くあるように

思えます。社会からわれわれ理学療法士は何を求められているのか、また、会員は今何を求めているの

か。協会が今できることは何なのか、また、行うべきことは何なのか。新しい価値観が芽生え始めてい

る今の日本の中で、変えるべき部分と変わらずに保ってゆくべき部分を見極めた、新たな協会の形作り

が求められている時期でもあるように思います。平成 23 年度の特別委員会の中に組織検討委員会が加

えられていますが、委員会のみで達成できることではありません。会員一人ひとりが、どんな協会を作

りたいのか、また、協会や広く社会に対して何ができるのかということを考え、そして、できることか

ら少しずつ行動に移してゆくことが必要とされているのではないでしょうか。是非、多くの皆さんの声

を聞かせていただきたいと思います。 

末尾となりましたが、平成 23 年度も「かくどけい」を御一読くださった皆様にとってご健勝の日々

が続きますことを祈念いたしまして、巻頭言の結びとさせていただきます。 

 



  

平成22年度 第3回拡大理事会議事録（要約） (太田)九州ブロック教育学術担当者会議は２名派遣。 

(大脇)九州ブロック臨床実習関係担当者会議11月予

定。 

日時：平成23年1月12日(水)19：05～19：50 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

(坂崎)総会の期日は5/22(日)、3/11(日)である。学会

評議員会、ブロック長会議の期日も同様となる。 

出席者： 

(理事)北里･大島･坂崎･飯星･大脇･川上･三宮･ 

○平成23年度予算(案)    田島･筒井･野津原･野間･前田･増田･光本 

(坂崎)収支予算書内訳書について、公益目的事業会計

として公１(一般向けの事業)・公２(他団体に協力しな

がら公益事業を行うもの)・公３(会員並びに医療関係

職種を対象とした研修会など)、収益事業等会計、法人

会計となっている。公益目的事業会計の経常費用計

13,974,778円がこの予算書の全体の５割を超えなけれ

ばならないが、総額28,140,410円であり49.6％という

状況。部・委員会の予算について変更等あればお願い

する。 

(監事)寺川･中島 

(部長･委員長)岸本(調査資料)･江藤(保険)･佐藤(広

報)･岩下(IT事業)･山田(学術)･前田(教育)･岩田(学術

事業)･太田(生涯学習)･木原(福祉)･保田(事業)･山下

(表彰審査)･大籠(法人事業審議)･奥村(選挙管理)･溝

上(糖尿病)･藤本(小児)･西村(スポーツ) 

(事務局員)木下･石黒･前田 

欠席者： 

(理事)小森田 (相談役)小川･森重 

(山田学術部長)講師の延泊について検討頂きたい。 (部長)山本(総務)･福島(庶務)･久米野(財務)･藤原(厚

生)･草野(宣伝)･永﨑(規約審議)･前本(呼吸) (坂崎)理事会預かりとする。 

(木原福祉部長)介護教室の交通費を1,000円に変更。 書記：前田・木下 

(坂崎)以上、平成23年度事業計画(案)・予算(案)の報

告と確認である。 

 

１．会長挨拶 
(会長)予算(案)について、50%に僅かながら及ばないが

公益法人を目指す方針は理事会で決定。平成23年度の

予算で県に申請したい。共益事業を公益に移行する、

共益事業の参加費を下げるか、新たに公益事業を立ち

上げるか、何れかの方法を検討する必要がある。各部・

委員会から出された事業内容・予算に関して大きく変

更することは避けたい。共益事業の対象を変えて公益

事業にするなどの可能性がある。理事会で検討し変更

がありえるので了承頂きたい。 

(会長)今年は新法人格取得も含め、大きな問題に直面

する年となるので、力を合わせて難局を乗り切りたい。

ご協力のほどよろしくお願いする。 

 

２．協議事項 

１）平成23年度事業計画(案)・予算(案)について 

                   【事務局】 

○平成23年度事業計画(案)  

(坂崎)指摘事項があればお願いする。 
３．その他 

(保田事業部長)『ＰＴあ!(ピタ)』っと健康講座は

7/10(日)｢腰痛｣で検討中。 (坂崎）報告書等の提出、会費、部員交通費、決算につ

いて。 (江藤保険部長)第１回保険診療研修会は4/27で確定。 

(大島)菊池広域連合介護認定審査会委員総会は削除。 (前田教育部長）研修会の案内のアドレス修正につい

て。 (飯星)いきいき健康教育講座は削除。難病特別対策推

進事業は計画としてあげておいていただきたい。 (山下表彰審査委員長)りんどう賞の推薦について。 

(前田教育部長)九州ブロック臨床実習指導者研修会の

テーマは｢臨床実習のあり方｣、対象は九州ブロック会

員とする。 

(木原福祉部長)研修会の参加者募集について 

(佐藤広報部長)広報誌内容について。 

(大島)『ＰＴあ!(ピタ)』っと健康講座(7/10)、｢地域

ケアフォーラム合同研究大会くまもと2011｣(10/27～

29)の会期と他事業の重複回避について。 

(坂崎)理学療法学術活動に関する検討の内容は。 

(山田学術部長)研修会の進捗状況、反省会等であるが 

内容は後日提出する。  

(坂崎)全国代議員会は6/25(土)、場所は調整中。 以上、閉会 



平成22年度 第11回理事会議事録（要約） 

日時：平成23年１月12日(水)20：05～22：20 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席： 

(理事)北里･大島･坂崎･飯星･大脇･川上･三宮 

   田島･筒井･野津原･野間･前田･増田･光本 

(監事)寺川･中島  

(事務局員)木下･石黒･前田 

欠席：(理事)小森田 (相談役)小川･森重 

書記：石黒・木下 

 

１．報告事項 

１）事務局機能強化について      【事務局】 

 12/10 会員管理・文書管理等について事務局・ 

 情報共有化特別委員会並びに関係業者と調整。 

 

２）連携学会動員のお願い      【野間理事】 

(野間)連携学会の動員依頼があり。 

(会長)連携学会の前日12日・当日13日の動員依頼であ

る。協力をお願いする。 

 

３）Ｗｅｂ公開事例集サンプルについて 

           【訪問リハ対策特別委員会】 

(三宮)事例を取りためておき、キーワード検索で会員

が閲覧できるようにしてはどうかと進めている。 

(会長)特別委員会と連携し検討頂きたい。 

 

４）特別委員会報告 

◇公益法人対策特別委員会 

(坂崎)定款(案)について理事に確認頂いた上で、県に

提出する。 

 

◇情報共有推進化特別委員会報告 

(筒井)12/15会議開催。入力手順並び開示承認機能につ

いて調整中。査読については来年夏を目途に開発。 

 

◇訪問リハ対策特別委員会 

(大脇)排痰吸引研修会の応募が多数あり。 

(光本)ケアマネ対象のアンケートは600弱の返信あり

現在集計作業中である。 

 

◇渉外活動推進特別委員会 

(会長)｢障害のある人もない人も共に生きる熊本づく

り条例(仮称)に関する説明会｣に関するパブリックコ

メントを募集。積極的に対応していきたい。 

 

２．協議事項 

１）熊本市障害者自立支援法に係る審査会委員の 

  推薦について           【事務局】 

(会長)飯星理事にお願いしたいがよろしいか。 

(飯星)了承。 

 

２）平成23年度九州ブロック研修会等について 

                  【北里会長】 

(会長)3/27の九州ブロック会長会議で日程調整が必

要。教育学術局で日程と場所を決定頂きたい。 

(大脇)教育学術担当者会議は福岡で開催される予定。

(中島)会議内容は。 

(田島)事業の意見交換会が主な内容であり、事柄を決

定するといった会ではない。この会議に意味があるの

かということを士会長会議に挙げたところ、適宜やっ

て欲しいとのことであった。 

(会長)新人教育等も含め研修制度が変わるので、意見

交換など意義を持たせてはどうかということで継続。 

会議の位置づけと士会長会議との関連として、改めて

士会長会議に議題として提出する。 

 

３）熊本県理学療法士学会表彰規定について 

   【筒井理事】 

(筒井)前回の理事会検討より、文言一部変更。 

(理事)承認。(13/13名) 

 

４)「熊本県理学療法士協会 各賞業績評価基準」に 

  ついて          【表彰審査委員会】 

(坂崎)文言の一分修正。研修会は県か全国か位置づけ

を確認したい。 

(会長)学会・研修会役員業績は全国、九州、県レベル

すべて同じ。レベルを段階付けするのかどうかも確認

いただきたい。修正して再提出する。 

 

５）県北ブロック長交代について【県北ブロック】 

日野賢司(荒尾市民病院)⇒ 酒見亮(有明成仁病院) 

(会長)県北ブロックの承認を経ている。いかがか。 

(理事)承認。(13/13名) 

 

６）平成23年度事業計画案・予算案について 

       【事務局】 

１．公益法人制度への対応 

(会長)申請移行の準備･諸規程会計の見直し･遊休財産

の使途･法人運営の策定 他となっているが如何か。 

(理事)承認。 

 

２．情報共有の推進に向けて 



(会長)「更なるＩＴ化推進と有効活用の評価」となっ

ている。事業は継続し文言を少し変えた方がよい。 

(田島)査読運用、公益法人化に伴う変更がある。 

(中島)ホームページ刷新に伴って変わったことは。 

(田島)会員管理と円滑な情報公開、一般に対する公益

的な情報公開、事務処理の軽減など。 

(会長)会員への啓発も必要。踏まえて事務局に文言を

送信いただきたい。 

(田島)了解。 

３．訪問リハビリテーションの体制強化 

(会長)情報収集の重要性も鑑み文言を変更したい。 

(大島)｢訪問リハビリ体制充実に向けた支援｣とする。 

(中島)当初あった経営を協会で行う旨のアイデアは。 

(会長)箱物も含め、費用も考えなければならない。法

人格をもっていればやれるというのが承認されないと

難しい。様々な形態での開業を支援していく体制作り

をしながら、自分達はどうするか決めるしかない。 

(中島)どのような法人格の取得するのかと遊休資産の

使途、訪問リハの３つをどう整理するのか、しっかり

考えた上で判断して頂きたい。 

(会長)実際運用できるのか考えなければならない。総

会では遊休資産の取り扱いも含めて了承いただいた上

で公益法人の申請を進めていく。 

(野間)理事会の総意は公益法人ではなかったか。 

(会長)総会で承認を得るために説明が必要。訪問リハ

ステーションを作るときに公益法人でない方が有利で

はないかという意見もでてくると考えられる。 

(中島)会員の立場で、新しい公益法人での会費の使わ

れ方に関して公益の方が社団よりもよいと会員を納得

させる説明が必要。理事のしっかりした認識が必要。 

(会長)我々が5年後、10年後も職域を守り、県民の健康

に寄与できるような体制作りをしていく為にも公益法

人がよいと決まった意向をしっかり説明したい。 

(寺川)ブロック訪問での公益法人化の説明が必要。 

(会長)県北ブロックから順次開催予定である。 

(田島)社団なった時、社会的認知など具体的変化で会

員に説明するに値するものがあったか。 

(坂崎)機能訓練事業等の依頼の増加などがあった。 

(寺川)一会員が法人になって認識はあまり変わらなか

った。 

(会長)ブロック訪問の中で、公益法人を目指す理由、

メリット・デメリットを説明し、総会で承認が得られ

るよう努力する。 

 

４．協会の目的を達成するための渉外活動推進 

(会長)このまま残すこととする。 

 

 

５．ブロック訪問 

(会長)公益法人申請の進捗状況と、訪問リハステーシ

ョンの動向など情報提供を目的に含めてブロック訪問

を実施したい。よろしいか。 

(理事)了承。 

 

６．管理教育研修 

(会長)今年度開催し軌道にのってきた。来年度は重点

事業から外したい。よろしいか。 

(理事)了承。 

 

(会長)もう一つ重点事業として｢組織の検討｣をあげた

い。１年間の期限で、三役を中心に理事･会員からもメ

ンバーを集め検討していきたい。よろしいか。 

(前田)以前に検討し答申している。それを具体化する

ためのものか。 

(会長)ブロックの再編、分野別小委員会の位置づけな

ど前回の答申を踏まえた上で検討し具現化するまでが

内容となってくる。当協会の活動の幅や公益と共益の

比率を考える必要がある。 

(会長)吸引セミナーは、公益３に組み替えたい。予算

での公益比率が50.69％になる。予算は非常に厳しく組

んであるが、これで県に持っていく形としたい。 

  

(野間)新たな公益事業は次年度には間に合わないか。 

(会長)次年度は現事業で調整する。今後安定した公益

法人として、収益事業を考えなければならない。 

(野間)今後新たな公益事業を立ち上げることについて

は各理事が発案するということでよろしいか。 

(会長)よい。 

 

(坂崎)重点事業｢組織検討委員会｣に５万円計上する。 

(会長)組織検討委員会の内容は、｢５年後・10年後を見

据えた組織体制の検討｣と構成員は、三役、田島･野津

原･前田理事、大籠委員長、鏑木氏としたい。 

(理事)了承。 

 

(坂崎)学術部の講師延泊は特に問題ないと思われる。 

(会長)宿泊費が２泊２万円に修正する。 

(理事)了承。 

 

(三宮)テーピング講習会は公益に出来るのでは。 

(坂崎)次年度は踏み切れないとのことであった。 

(会長)再度打診する。 

 

(増田)證券会社から運営に関する案内があっている。

(会長)時期をみて考える。物件に関しては、買う方向

性で総会にはかけたい。但し、物件の使途が事務所に



限られるものであると管理費になってしまい、公益法

人取得には難しい。遊休資産の運用に関して、何年か

後を考え使途に応じて積み立てていく。 

ブロック訪問を実施する。何故公益法人が必要なの

か説明できるようにしておかなければならない。県民

に対して、我々会員にとってどうなのかを考えてブロ

ック訪問の説明の趣旨を作りたい。改めて意見をいた

だきたい。 

 

以上、閉会 

次回理事会：平成23年２月２日(水) 

 

平成22年度 第12回理事会議事録（要約） 

日時：平成23年２月２日(水)19：00～23：00 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席：(理事)北里･大島･坂崎･飯星･大脇･川上･ 

田島･筒井･野津原･野間･前田･増田･光本 

(監事)寺川･中島 (部長)広報部：佐藤 

(事務局員)山本･福島･石黒･前田 

欠席：(理事)小森田･三宮 (相談役)小川･森重 

書記：山本・坂崎 

 

１．報 告 事 項 

１)新ホームページについて 

         【情報共有推進化特別委員会】 

 -スリーアイプロモーションズのプレゼンテーション- 

スリーアイプロモーション担当者より、表画面の操

作、会員ページの入力方法、管理画面からの入力方法、

承認確認の手続きについて概要説明。 

(佐藤)かくどけい登録のＰＤＦ容量は。 

(ｽﾘｰｱｲ) 10M まで可能。 

(佐藤)参加受付の管理画面で、 受付無しにすると氏

名など入力できないようになっているのか。 

(ｽﾘｰｱｲ)表示されないようにしておく。 

(田島)行事カレンダーについて、今月に戻りたいとき

ワンクリックで戻れた方がいいのでは。 

(ｽﾘｰｱｲ)どこかにボタンを付加する。 

(佐藤)ＰＤＦファイルを蓄積可能か。 

(ｽﾘｰｱｲ)大丈夫である。 

(福島)参加申込みに、所属施設情報はないのか 。 

(佐藤)施設情報は把握出来るのではないか。 

(ｽﾘｰｱｲ)会員であればわかる。 

(田島)応募のフォームを自由に変更できるか。 

(ｽﾘｰｱｲ)枠追加のボタンを付けておく。 

(福島)申込者名簿はエクセルで書き出せるのか。 

(ｽﾘｰｱｲ)ＣＳＶでダウンロード可能。 

(大脇)メールなどで一斉配信できるのか。 

(ｽﾘｰｱｲ)権限を持っている方であれば可能。 

(坂崎)受講の可否についての返信は可能か。 

(田島)自動化は難しい。付帯条件を要件に入れる。 

(大脇)受付済みの自動配信機能はついているか。 

(ｽﾘｰｱｲ)可能。 

(田島) 受付済み返信の場合、文面変更可能か。 

(ｽﾘｰｱｲ)行事ごとにメール内容の登録ができるように

なればよいか。 

(田島)その方がありがたい。その他よろしいか。お気

づきの点があれば連絡頂きたい。 

 

２)包括的会員管理システムについて【庶務部】 

(福島) 1/23東京で開催された説明会に前田事務職員

と出席。会員管理等の説明を受けた。 

 

３)障害のある人もない人も共に生きる熊本づくり

条例に関する説明会について  【北里会長】 

(会長)北里・前田・増田が出席。行政説明、意見交換、

素案についての説明あり。今後、パブリックコメント

を積極的に提出していきたい。 

４)シティＦＭ放送出演       【前田理事】 

(前田)1/26に出演。内容は杖の選び方について。 

 

５)理学療法士講習会について    【筒井理事】 

(筒井)10/23に開催予定。内容は内部障害系。 

 

６)事務局機能強化について      【事務局】 

(坂崎)1/14ＩＴ業者訪問にて業務分析を実施。 

 

７)特別委員会報告 

◇公益法人対策特別委員会 

(坂崎)来週、県より定款(案)について返答の予定。 

 

◇情報共有推進化特別委員会報告 

(筒井)プレゼンの内容の通り。 

 

◇訪問リハ対策特別委員会 

(大脇)1/30の研修会で、56名の参加があった。 

(光本)ケアマネへのアンケート回収は490だった。 

 

◇渉外活動推進特別委員会 

(会長)条例の説明会について報告した通り。 

 

２．協 議 事 項 

１)公益性のある広報誌｢かくどけい｣の内容検討 

  について            【広報部】 

(佐藤)公益性の点から各コンテンツを再検討。 

「議事録」は決定事項など主な意見のみとする。「各

部委員会報告」は内容の充実をはかる。「事務局だよ



り」の入会異動はホームページへ移動。「めんばーず

りんく」はホームページ移行。「私の職場」は施設宣

伝にはならないかという意見あり。「ご結婚ご出産お

めでとう」は削除。新コンテンツとして一般向けの医

療・介護情報を小委員会等に依頼する。 

(会長) 議事録はこれまで詳細を載せてきたが、決定

事項をはっきりさせながら、議事の流れがわかる程度

でよいのではないかということ。 

(大脇)会員向けの情報はホームページで、広報誌は一

般向けにしたらよいのではないか。 

(坂崎)別にしてしまうと共益部分が拡大する。 

(会長)ホームページの運用状況に応じて検討。議事

録、各部他、めんばーずりんくの移行はいかがか。 

(理事)了承。 

(会長)私の職場については、宣伝にならぬよう。 

(前田)内容を指定する必要はないのではないか。 

(中島)一般向けであれば施設の内容が分かったほう

がよいのではないか。 

(寺川)新コンテンツ検討に一般向けの医療・介護情報

とあるのでその中でよいのではないか。 

(会長)私の職場は削除し、新コンテンツ検討でマップ

を載せるなど検討していただきたい。 

(会長)｢ご結婚・ご出産おめでとう｣は個人情報なので

削除する。議事録は誰が編集するのか。 

(野間)理事の輪番ではいかがか。 

(会長)理事に順番でかくどけい掲載用の議事録を作

成頂き、三役にて確認する。新コンテンツとして療育

マップ、シティFM出演内容等を一般向けに作成頂きた

い。 

 

２)卒業式出席者調整について    【北里会長】 

・九州中央ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院(3/ 5)：北里会長 

・西日本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院  (3/12)：北里会長 

・熊本総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院(3/12)：野津原理事 

・ﾒﾃﾞｨｶﾙｶﾚｯｼﾞ青照館   (3/12)：前田理事 

・九州看護福祉大学   (3/15)：坂崎専務理事 

・熊本保健科学大学   (3/24)：野間理事 

 

３)｢熊本県理学療法士協会各賞業績評価基準｣に 

  ついて         【表彰審査委員会】 

(会長)県の内規的な目安となる基準。 

(坂崎)重複ポイントになるはいかがか。 

(田島)重みづけの基準がわからない。 

(大脇)会長の基準が低すぎる。 

(会長)役員業績が低い、配分を変えたほうが良いとい

う意見等もあるようなので、意見があれば次回理事会

までに提出をお願いする。 

 

４)平成23年度事業計画案・予算案について 

                  【事務局】 

(坂崎)平成23年度事業計画案について説明する。 

公益1は従来の主体的公益事業に属するもの。文言は

県民の医療保健福祉の向上に資する事業とした。公益

２は客体的公益事業に属するもので、医療保健福祉関

連団体との協力連携に関する事業という文言とした。

公益３は医療関連職種向けの事業で医療保健福祉関

連職種の資質向上に資する事業とした。共益事業は会

員のための資質向上のための事業ということで新人

研修会･復職支援等を含む。その他は目的達成に必要

な管理運営までが事業計画である。平成23年度予算案

については、 

新々公益法人の基準に基づいた予算書である。また、

トランシーバーは今年度購入で修正頂きたい。 (会

長)よろしいか。全員賛成ということで承認。 

(会長)テーピングと吸引研修会が変更になり公益事

業が54％になった。誤字脱字も確認頂きたい。 

 

(坂崎)総会の議案について。議案は23年度の計画・予

算案の承認にと定款の変更である。定款変更は新公益

法人の定款と現細則における会費並びに部長委員長

の変更についてである。 

(会長)会費減額に関しては前回の総会で承認を得て

いる。細則は理事会の決定事項ではあるため、他で報

告をするというスタイルで行っていく。 

(前田)定款細則の変更に関しては、理事に一任すると

いう承認を得ておかなければならない。 

(会長)第１号議案で計画・予算案の承認を、第２号議

案で新法人の定款の承認ならびに細則変更に関して

は理事に一任するという承認を得る。その他の項目で

会費納入と現法人の細則の変更について説明する。以

上の流れで総会を行っていく。 

 

５)その他 

(野間)連携学会への参加を宜しくお願いしたい。 

 

(飯星)ブロック訪問について宜しくお願いしたい。 

 

(坂崎)会費未納者への連絡をお願いしたい。 

 

(坂崎)理事会議事録の書記の調整が困難を極めてい

る。事務局だけではどうしても対応できない。 

業者依頼は１回５万円。 

(中島)議事録を書面にしなければならないのか 

(坂崎)議事録署名人の署名押印の上保存が必要。 

(増田)部署を創設するなり、ある程度の報酬を出すな

りしなければならないのではないか。 

(会長)最終手段としては報酬を払っていかなければ

ならないと考えるが、管理費に反映して全体のバラン

スを崩すようであれば困る。同じ人に負担がかかるよ

うなことがないようにしたい。いい知恵があれば出し

て頂きたい。 



 

以上、閉会 

次回理事会：３月13日(水) 

 

平成 22 年度 第２回総会議事録（要約） 

日時：平成23年 3月 13日（日）10:00～12:00 

場所：熊本総合医療リハビリテーション学院 

出席：(理事)北里･大島･坂崎･前田･田島･筒井･野間･ 

   野津原･三宮･増田･光本･川上･飯星･大脇･ 

(監事)中島・寺川 (相談役)小川 

欠者：(理事)小森田 (相談役)森重 

議長：松本(西日本リハビリテーション学院) 

議事録署名人：五嶋(九州看護福祉大学) 

坂本(阿蘇立野病院) 

書記：矢田(宇賀岳病院) 

木下(熊本リハビリテーション病院) 

 

1．開会の辞 

(大島副会長)第1号議案で平成23年度年度事業計画案

について、第二号議案で公益法人に向けて定款変更と

いうことで重要かつ重大な審議になると思う。それで

は平成22年度第2回社団法人熊本県理学療法士協会総

会を開催する。 

 

2．会長挨拶  

(会長）震災の被害は今まで経験したことのないような

重大な事態。少しでも何か出来ればと思っている。本

日は来年度の事業計画と予算案について活発な議論を

お願いしたい。 

 

3． 定足数報告 

(坂崎事務局長）会員数が1,542名、出席者110名、委

任状951名にて本総会が成立したことを報告する。 

 

4． 議長選出 

(坂崎事務局長)－出席者確認後－ 

西日本リハビリテーション学院の松本氏を推薦したい。 

(会員）承認 

(議長）充実した会議とすべく意見を沢山頂きたい。ま

たスムーズな進行に勤めたい。ご協力頂きたい。 

 

5． 書記任命 

(議長）どなたか会場で書記をして頂けるかたいらっし

ゃるか。挙手をお願いする。ないようでしたら私の方

から推薦したい。熊本リハビリテーション病院の木下

氏と宇賀岳病院の矢田氏。宜しければ承認お願いする。 

(会員）承認 

 

6． 議事録署名人 

(議長）－出席者確認後－ 

九州看護福祉大学の五嶋氏、阿蘇立野病院の坂本氏を

推薦したい。宜しいか。 

(会員）承認 

 

7．議事 

(議長）第一号議案として平成23年度事業計画案と予

算案に関する件について坂崎事務局長よりお願いする。 

(坂崎事務局長）平成23年度の事業計画案を説明した

い。重点事業として①公益法人制度への対応 ②情報共

有の推進に向けての活動 ③訪問リハビリテーション

の体制強化 ④渉外活動推進 ⑤組織の検討 ⑥ブロ

ック訪問を掲げている。 

公益法人への準備のとして県からの指導のもとご指

導の中で公益事業を大きく3つに分けて記載。 

公益 1県民の医療保健福祉の向上に関しての事業、

公益 2 は今までの客体的公益事業の位置づけ、公益 3

会員を含む医療保健福祉関連職種の資質の向上に関す

る事業である。 

主なものとして9回目を迎えるくまもと『PTあ!（ピ

タ）』っと健康講座を7月上旬開催予定。新規には県民

健康スポーツ大会が予定されている。県学会は天草ブ

ロックが担当して来年の2月開催予定に準備が進んで

いる。学術研修会は一部予定が変更となっていが、3

回を予定。かくどけいの発行はCDという形で各施設に

配布する形となる。新人教育研修会は4回、卒後教育

研修会も各ブロック・地区での開催を予定している。 

引き続き予算について。会員が200名程増えて1750

名体制で予算計上している。収入総額は26,787,000

円。事業活動支出計26,281,410 円、その差額が予備費

となる。広報部の支出が前年度より大幅に減少。これ

は広報誌のCD-R化による。ホームページの管理・運営

と充実のため増額している。また、厚生部の予算には

活動時の傷害保険をして50万程計上している。 

(議長）意見と質問を挙手にてお願いする。 

(小川相談役）基本的に特別委員会は無期限か、23年

度重点事業ということで23年度一年間ということか。

また、この各々の事業に関する経費投入に関してはど

ういう風に振り分けられているのか説明して頂きたい。 

(会長）重点事業の１～３に関してはマスタープランで

２～３年の期限で達成するために去年・今年度の重点

事業として挙げてきた。４番に関しては地方自治体と

の関連強化が重要であるという点から掲げている。5

番目に関しては今年度1年間の事業として考えている。

ブロック訪問について随時会員に報告の必要性も鑑み

今後も継続していきたいと思う。 



(坂崎事務局長）公益法人制度への対応に計7万円、情

報共有には計5万円、訪問リハの体制強化に5万円、4

目的を達成するための活動に3万円、組織検討に5万

円、計25万円を重点事業予算としている。 

(小川相談役）組織特別委員会を除いてはすべて減額。

重点事業の費用投入も当然あるのかという印象がある

が説明をお願いしたい。 

(会長）公益法人制度についてだが定款4次案が整い県

に出している。情報共有についてはシステムが出来て

いるので予算は減ることになるが、管理費等はIT事業

部の予算に移行。訪問リハは研修会などが4団体PT・

OT・ST・訪問リハ研修会で県の単位で進んでいるが、

非常に難しい段階であり、ある意味検討が必要な状況

である。国の方針に適時対応しながら、適宜報告して

いきたい。ある程度2年間で形が出来てきたものにつ

いては予算を減らす、もしくは既存の部に予算をシフ

トしているため、この編成になっている。 

(議長）宜しいか。他に何かないか。 

(佐藤）小児マップの増刷とあるが、過去の発行につい

て広報誌等で報告がなされてないのではないか。 

(会長) 小児マップに関しては小児関連施設や保健所

等に作成して配布。これに関して報告をすべき事項で

あるが、出来ていなかったことをお詫びしたい。 

(議長）その他ないか。それでは第1号議案について承

認頂けるのであれば挙手をお願いする。 

(会員）挙手 

(事務局）挙手頂いた数は108名。 

(議長）挙手108名で第１号議案承認。それでは、第2

号議案の定款改定に関する件、前田理事お願いする。 

 

(前田理事）一部文字の修正をお願いしたうえで、大き

く変更するところを説明する。総会は意思決定機関、

理事会は業務執行機関という位置づけ理事会の責任権

限が拡大。第14条総会の権限については第13号まで

この事項について決議すると明文化されている。総会

は事業年度終了後3ヶ月以内に1回開催するという形

になる。議決権において正会員1名につき1個という

風になされた。役員に関しては23条の 3項で会長が法

人法上の代表理事ということと、副会長および専務理

事をもって業務執行理事とすると明文化し、他の理事

は業務執行の補助なり監査を担うかと思う。役員の選

任については総会の決議であるが会員の意見を参考に

しながら会長が選任するとしている。職務においても

25条の 4項であるが会長、副会長及び専務理事は、毎

事業年度に4箇年を越える間隔で2回以上、職務の状

況を理事会に報告しなければならない。理事会がそこ

の状況を確認するという位置づけになっている。27条、

役員の任期は2年になった。会長に関しては連続して

5 任期を越えてはならないとなっている。役員の解任

は28条、総会の決議で解任となっている。第30条、

顧問及び相談役に関して顧問は会員以外の有職者など

から選任する。相談役は会員の中から選出となってい

る。第7～9章、委員会・事務局・学会等々が今まで無

かったが章付けで明文化されている。会の書類及び決

算等々に関しては一般の方が閲覧できる形を作るべく、

第44条にうたってある。第12章、情報公開及び個人

情報の保護という部分での掲示がある。第50条、公益

認定の取り消しになった場合は財産額が国もしくは地

方公共団体に贈与しなくてはならず厳しくなっている。

以上が新公益法人取得に伴う定款4次案になる。 

(議長）只今の第2号議案についてご質問・ご意見があ

れば挙手にてお願いする。 

(前田理事）4次案を県庁の県政情報担当とやり取りを

しなければならない。軽微な定款の変更に関しては理

事会一任をご理解頂きたい。あわせて細則に関しては

理事会一任ということをご理解頂きたい。 

(議長）今の追加の報告も含め定款についてこの機会に

ご質問をお願いする。 

(小川相談役）第5条の第2項は、「以下、法人法とす

る」と注釈が必要では。第20条 総会決議であるが第

2項は少し誤解を招く表記ではないか。第32条第 4号

の重要な使用人とはどのような使用人を指すのか。 

第38条の3の事務局長の任免がこのようになっている

のはどうしてか。 

(前田理事）第5条 2項に関しては、再度県庁に相談し

たい。第20条 2項に関しては「正会員の半数以上であ

る」これが入っているので分かりづらいということか。 

(小川相談役）第1項と第2項では総会成立要件として

は一緒である。決議要件が異なるだけなのでなくても

良いと思う。入れるのであれば、総会成立要件として

の過半数ということを明記しなければならない。 

(前田理事）再度、理事会で検討しもっていきたい。 

32条の「重要な使用人」は事務局員である。 

(小川相談役）事務局長を挙げた理由を教えて頂きたい。 

(前田理事）これは、モデル定款を引用している。 

(小川相談役）総会の承認が得られれば問題ないと思う。

ただし、一定の見解を持っておかなければ、事務局長

の選任をどうするのかということになる。細則を付け

て頂くと非常に分かりやすいと思われる。 

(前田理事）役員を外部から入れなさいという指導は。 

(小川相談役）それはない。 

(前田理事）事務局長を外部の方にお願いするという想

定であればこの文言でも宜しいか。 

(小川相談役）役員の組織構成で指揮監督が確実に出来

る組織構成をしないと非常に厳しい。 

(前田理事）了解。会の運営に関する事であるので、再



度つめていきたい。 

(小川相談役）また、経常費用の中で事業費と管理費と

いう2つの区分があるが、管理費の方は全く白紙にな

っている。これはなぜか。これが事業費と公認会計の

区分がしてないということか、しないということか。 

(坂崎事務局長）従事比率で分けた。 

(議長）宜しいか。フロアから質問等ないか。 

(坂崎事務局長）先ほどご指摘があったところを説明す

る。このA3の縦長の資料が申請をする時の予算書の書

式である。公益事業目的会計と収益事業等会計と法人

会計と3本立てになっている。経常費用の給与手当な

どは対応時間の従事比率を出し、給与の全体をその割

合に応じて算定。28,100,410 円が総額となるが公益事

業15,185,390 円はその54%で、辛うじて50%オーバー

である。 

(小川相談役）54%はかなりシビア。事業の区分けは指

導を受けたのか。 

(坂崎事務局長）県からの指導により県民向けと団体向

けと主に医療職種向けとして3本の柱にした。 

(小川相談役）共益の部分が公益に組み込めるようにな

れば比率配分が変わるのではないか。 

(坂崎事務局長）新人教育に関することが公益には入ら

ないということ。あくまで会員向けであって公益性は

ないということで判断された。 

(前田理事）他県では公益と認められているが、熊本県

では共益として捉えてくださいということであった。 

(小川相談役）了解した。 

(議長）特に定款についてはご意見を伺う機会がないと

思うので、この機会に。 

(東）総会は過半数以上の出席となっているようだが、

実際に会場の問題や会員をどのようにして集めるかと

いった問題に対しては如何か。 

(会長）21 条の「総会における書面議決」というもの

があり、今まででいえば委任状という形になるが、書

面で表明して頂ければ、総会に出席したと認められる

ことになっている。会員に来場して頂き、議決に参加

してもらうことが重要であるので今後も総会への参加

をお願いする姿勢は続けていきたい。 

(東）了解。 

(佐藤）公益法人を目指す他の団体の動向は。 

(前田理事）熊本の他団体に関しては、医師会・看護協

会・歯科医師会が申請の手続きに入っている段階。看

護協会も1回目の定款の相談を行っているという情報

であった。北海道・広島・鹿児島のＰＴ会が公益法人

に移っているので情報交換をしながら進めていきたい。 

 

(溝田）細則の提示はいつ頃になるか。また、入会の際、

総会等への出席を義務付けするというような入会の書

面を整えても良いのではないか。 

(前田理事）いつ頃というのははっきり言えないが、23

年の 9月までには申請の予定なので春先には整理して

最後の整合性をつめていきたいと思っている。 

(会長）今の段階で総会に出席することは会員に課せら

れた義務だと理解している。入会時の書面の必要性は

検討させて頂きたい。 

(議長）それでは第2号議案の定款改定について承認頂

ける方は挙手をお願いしたい。 

(事務局）今、挙手頂いた方は109名。 

(議長）それでは109名の方に挙手を頂いたので承認と

させて頂く。その他、何かあればお願いする。 

(会長）会費の納入について。去年の総会で熊本県理学

療法士協会の会費12,000 円だった分を11,000円と熊

本県理学療法士連盟費の1,000円に振り分けさせて頂

くことを承認頂いた。熊本県と日本理学療法士協会費

を合わせた22,000 円を協会の口座へ振り込んで頂く。

熊本県理学療法士連盟の会費1,000円は別の口座へ振

り込んで頂かなければならない。また楽天カードによ

る引落しに変更なる。円滑な移行し協力して頂けるよ

うにお願いしたい。 

(前田理事）公益法人のタイムスケジュールを説明させ

て頂く。第1回目を10月に公益法人申請を考えている。

申請期間は25年 11月がタイムリミットでこの2年間

で3回の申請を予定している。最終が25年の 3～4月

辺りに決算総会をした後で申請したいと思っている。

24年に関しては定期総会を3月 5月に行い、そして9

月の申請を考えている。 

 

8．議長解任 

(議長）今の件に関して何か意見はないか。それでは以

上で1号議案・2号議案・その他まで終了させて頂く。

そして、議長並びに書記の解任をする。 

 

9．閉会の辞 

(田島理事）第１号議案、第2号議案の承認を頂きあり

がたく思っている。公益法人化に関しては私たちの方

でも随時思考しながら進めていきたい。また、会員の

方々からの意見があれば理事会の方へ挙げて頂ければ

と考えている。それでは平成22年度第2回社団法人熊

本県理学療法士協会総会を閉会させて頂く。 

 

 

以上閉会 



 
 
 
 
 
～教育部だより～ 
こんにちは。教育部部長の前田です。  
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 
まず、3 月 11 日に起こりました、東日本大震災にお

きまして、被災された方々へ心よりお見舞い申し上

げます。また、尊い命を落とされた犠牲者の皆様に、

深く哀悼の意を表したいと思います。遠く九州から

ではありますが、思いを馳せながら。日々に感謝し。

元気に生活することで、一日も早い復興の一助とな

ればと思っております。 
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 
さて、教育部も平成 20 年に発足して早いもので 4 年

目に突入しました。これまで、多くに事業を成功さ

せることが出来たのは、皆様のご協力のお陰です。

本当にありがとうございました。今年度も充実した

研修会等を計画しておりますので、ご協力、ご参加

の程よろしくお願い致します。では、毎度恒例にな

りましたが各班の活動情報です。 
◎卒後教育班：卒後教育班では今年度も７月～8 月

に、卒後教育研修会(コミュニケーションスキル編）

を予定しております。詳細は現在調整中です。3 年

で 1 クールの形を取り、今年度は青磁野リハビリテ

ーション病院の徳丸由美子先生に講師をお願いしま

す。前回は平成 20 年度でした。そのときに参加いた

だいた皆様も、3 年の経験をつんだ上で参加すると、

新たな気付きがあるのではないかと思います。もち

ろん OT・ST といった他職種も参加可能です。日程

が決まり次第、協会ホームページ等にもアップいた

しますので、奮ってご参加下さい。また、今年度も

卒後教育研修会（初級編、中級編）は各ブロック（各

地区）で同様の内容にて行います。この研修は新人

教育プログラムの単位取得対象になっているものも

ありますが、それ以外の研修会もとても重要なスキ

ルを習得できるものと自負しておりますし、複数回

参加しても皆様の経験と共に感じ方や気付きが変わ

るものと思っております。お忙しい勤務の中、大変

だと思いますが、奮ってご参加下さい。  

 
 
◎臨床実習教育班：平成 23 年度も 2 回の予定で臨床

実習教育研修会（1 回は九州ブロック臨床実習指導

者研修会として開催）を開催いたします。講師陣も

充実しております。是非ご参加下さい。 

教 育 部     部長 前田 英児 

そして、いよいよ今年度、教育部発足当時から作っ

てきた「熊本県版スーパーバイザーの手引き」が完

成します。出来るだけ読みやすく、様のお役に立て

るような内容に、現在磨きをかけておりますので、

もう少しお待ち下さい。また、実際にお手元に届き

ましたら、ぜひご一読頂き、ご意見・ご批判等どし

どしお寄せいただいて、この手引きを育てていただ

ければと思っております。よろしくお願い致します。 
◎管理･運営教育班：今年度も管理者教育カリキュラ

ム（第 1 ステージ）が開催されます。今回は第 1 ク

ール（全 4 クール）が 6 月 20 日(月)～21 日(火）と

少し変則的になりましたが、充実した講師陣と魅力

ある内容で皆様のご参加をお待ちいたしております。

また、第 2 ステージの計画も徐々に進行し始めてお

ります。ぜひ受講したいという項目等ございました

ら、協会ホームページのお問い合わせフォーム、も

しくは下記 E－Mail アドレスまでご意見下さい。 
☆もう覚えていただけましたか？ 
教育部のビジョンは．．． 
・現状における臨床実習教育の課題を抽出し、標準

的指導指針を模索する。そのテキストとして、日

本理学療法士協会発行の臨床実習の手引き（第 5
版）を用い、養成校、臨床実習施設の共通目標を

確認する。 
・理学療法士としての専門的知識や技術の重要性も

さることながら、卒前教育の限界と卒後教育での

課題と思われる、基礎的な項目の習得の一助とな

る教育システムの構築を行う。 
・上記内容を把握し、人材（財）育成、組織的管理

のできる管理者を育成し，理学療法士の職域拡大

や就労後の教育レベルの向上を図る。 
を掲げております。 
教育部に対する、ご意見・ご要望等ございましたら、

私（前田） rptmaeda@yahoo.co.jp までご連絡下さ

い。よろしくお願いいたします。 
 

mailto:%E7%A7%81%E5%89%8D%E7%94%B0rptmaeda@yahoo.co.jp
mailto:rptmaeda@yahoo.co.jp


 

 

 
○熊本県関係 
3/25 熊本県地域リハ支援協議会推進シンポジウム 

〈北里会長〉 
3/25 熊本県地域リハビリテーション推進会議 

〈坂崎専務理事〉  
○医専連関係 
3/14 リハビリテーション検討委員会〈大脇理事〉 
熊本市地域リハビリテーション協議会 
各種委員会委員調整 
・熊本市地域リハビリテーション協議会委員 
〈北里会長・野津原理事〉 

・ 在 宅 サ ー ビ ス 手 引 き 書 編 集 委 員 会 医 院                   

〈川上理事〉 
・訪問介護検討委員会委員〈筒井理事〉 
・リハビリテーション検討委員会委員〈大脇理事〉  
熊本市民健康フェスティバル実行委員会委員調整 
大島理事・担当地区：熊本市ブロック北地区 
○九州ブロック関係 
3/26 第 2 回九州ブロック会理学療法士会会長会議 

〈北里会長･坂崎専務理事･小川相談役〉 
5/8  平成23年度九州ブロック公益法人移行研修会

並びに包括的会員管理システム説明会〈北里

会長･坂崎･前田･川上･野間・福島･久留野･石

黒･前田〉 
○養成校卒業式出席者調整 
3/5 九州中央リハビリテーション学院        

〈北里会長〉 
      

平成 24 年春の医療・介護保険同時改定を含めて、

今後のよりよいリハビリテーションについて、皆様

方と一緒に考えていけるような研修会を目指して行

きたいと思いますので、多くのご参加をお待ちして

います。 3/12 西日本リハビリテーション学院               

〈北里会長〉 
3/12 熊本総合医療リハビリテーション学院 
  〈野津原理事〉  
3/12 メディカル･カレッジ青照館〈前田理事〉 
3/15 九州看護福祉大学〈坂崎専務理事〉 
3/24 熊本保健科学大学〈野間理事〉 
○養成校入学式出席者調整 
4/2 熊本駅前看護リハビリテーション学院･ 

青照館〈北里会長〉 
4/2 西日本リハビリテーション学院 

〈野間理事〉 
4/2 熊本保健科学大学〈大島副会長〉 

4/5 九州看護福祉大学〈野津原理事〉 
4/8 九州中央リハビリテーション学院 渉 外 部     部長 坂崎 浩一 
  〈飯星理事〉 
4/9 熊本総合医療リハビリテーション学院 

〈前田理事〉 
 
 
 

福 祉 部     部長 木原 伸一 

 今年度の福祉部の活動について報告します。 

障害児の就学に向けた「介護教室の開催」を、こ

こ数年、県内各地で開催してきましたが、ニーズの

高まりを含めて、今年は熊本市で、平成 23 年 8 月 28

日（日）に開催予定です。テーマは、「障害を持つ

子供たちの理解～乳幼児期の発達特徴とその支援

です。 

～」

「福祉研修会」を、9月 3日（土）九州中央リハビ

リテーション学院において開催します。テーマは「地

域リハにおける理学療法の展開」と題して、講師を

「月間デイ」等を出版されている(株)QOL サービスの

妹尾弘幸先生にお願いして、通所リハでのリハビリ

テーションを中心に講演いただく予定です。 

「介護保険関連研修会」では、医療・介護保険同

時改定直前を含めて、テーマを「介護保険分野にお

ける起業について（仮題）」に、講師を(株)誠和医

科学 塩中雅博先生に依頼し、平成 24 年 2 月に九州

中央リハビリテーション学院にて開催します。 

 

 

 
学術事業部     部長 岩田 輝彦 

事業予定についてお知らせいたします。 
研究助成について 
平成 23 年４月 1 日より、研究助成規程が新しくなり

ました。今後ホームページ等にも掲載しますので、

是非とも研究助成規程を確認のうえご利用頂きます

様お願い致します。 
 



 
 
 
本年度も会員皆様の技術・知識の向上にお役に立て

られるよう学術研修会を企画しております。平成 23
年度の学術研修会ならびに理学療法士講習会のご案

内を致します。 
○第 1 回学術研修会 

期日：平成 23 年 9 月 9-10 日（土、日） 
テーマ：クリニカルリーズニングと徒手療法 
講師：亀尾徹先生（新潟医療福祉大学） 
会場：九州中央リハビリテーション学院 

○第 2 回学術研修会 
期日：平成 23 年 11 月 5-6 日（土、日） 
テーマ：呼吸療法に関して（仮） 
講師：堀江淳先生（神戸国際大学理学療法学科） 
会場：九州中央リハビリテーション学院 

○第 3 回学術研修会 
期日：平成 24 年 1 月 29 日（日曜） 
テーマ：脳生理について（仮） 
講師：高草木薫先生（旭川医療大学） 
会場：熊本保健科学大学 

○理学療法士講習会（応用編） 
期日：平成 23 年 8 月 20 日（土）-22 日（月） 
テーマ：徒手理学療法 

Mulligan Concept: Upper Quarter 
（頸椎・胸椎・肩・肘・手） 

講師：Toby Hall、Kim Robinson（Curtin 大学） 
会場：九州中央リハビリテーション学院 

上記の様に今年度も充実したラインナップで研修会

を開催いたします。各研修会とも会員の皆様はもち

ろん、会員以外の医療関係職種の皆様に対しても広

く募集したいと考えております。会員の皆様には周

りの医療関係者への広報、案内なども含めご協力い

ただければと思います。 
また、前年度より引き続き理学療法士講習会応用編

としてMulligan Concept : Upper Quarter（頸椎・

胸椎・肩・肘・手）が開催されます。前年度大変好

評であったLower Quarter(腰椎･骨盤･股･膝・足関

節)に続く第 2 弾となります。昨年参加された方はも

ちろん、初めての方もどしどしご応募下さい。講師

は昨年に引き続きオーストラリアの公認講師Toby 
Hall とKim Robinsonであり気さくで熱心に教えて

くれます。また通訳も昨年同様 藤縄理先生（埼玉

県立大学）と赤坂清和先生（埼玉医科大学）にお願

いしております。英語の苦手な方も心配なく受講で

き ま す 。 詳 細 は 日 本 理 学 療 法 士 協 会 HP 
（http://www.japanpt.or.jp）をご参照下さい。 

学 術 部     部長 今屋 将美 

以上、今年度の事業について簡単にご紹介いたしま

した。開催日が近づきましたらまた詳細をご案内し

たいと思います。今年度も研修会等に対してご協力

頂きますよう何卒宜しくお願いいたします。 
 
 
 

生涯学習部     部長 星澤 厚志 

今年度より部長に復帰しました星澤です。 
よろしくお願いします。さて、それに伴い手帳等の

送付先が変わりますのでご連絡いたします。 
※ 送付先 
〒861-1116 合志市福原 3111 
介護老人保健保険施設 
ひらせ記念リハビリ苑 機能回復室 

星澤 厚志 宛 
※ お問い合わせ 
基本的にメールでのお問い合わせをお願いいたしま

す。 
アドレス：kpta_lle@hotmail.com 
FAX：096-248-7105 
※ お詫び 
先日の福祉研修会（地域リハビリテーションの単位

認定）に関しましては連絡が不十分にてご迷惑をお

かけしました。今後も読み替えテーマがありますの

で、連絡ミスのないようにしていきますのでよろし

くお願いいたします。 
※ 次回研修会 
第 1 回新人研修会 
日時：平成 23 年 6 月 18 日(土)・19 日(日)の 2 日間 
場所：火の国ハイツ 
内容：「協会組織と生涯学習システム」「社会の中の

理学療法」「理学療法士・作業療法士法および関連法

規」 
講師：北里先生、小川先生、星澤 
なお、この研修会は理事との懇親会も含まれていま

す。年々参加者が減少傾向にありますが、理事との

懇親は滅多にない機会ですので、近郊の方もご参加

いただきますようお願い申し上げます。 

http://www.japanpt.or.jp/
http://www.japanpt.or.jp
mailto:kpta_lle@hotmail.com


 
 
 
 今年度も火の国ハイツ（熊本市内）にて新人研

修会を 6 月 18、19 日に開催予定です。 
 新人研修と懇親会を行う当初の目的は出来るだ

け新人の方々や理事・部長間の交流を深めて頂き

たく開催しております。 
 関係各所の皆様方には今年度も円滑に開催でき

ます様御協力と御理解の程を宜しくお願い致しま

す。 
 
 
 

先日皆様の職場に第 9 回くまもと「PT あ！(ピ
タ)」っと健康講座のポスター及びチラシを郵送さ

せていただきました。一般の方の見やすい場所へ

の掲示にご協力いただきますようよろしくお願い

致します。 
今年度も腰痛をテーマに特別講演、体操、体力

測定と内容盛りだくさんです。ご家族やご友人お

誘い合わせのうえご参加ください。お待ちしてお

ります。 
 
 
 
 新年度となりまして､早いもので 1 月が過ぎま

した。今年度も調査資料部の活動において皆様に 
ご協力をお願いすることがあるかと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご支援のほどよろしくお願いいたします。簡単で

はございますが､下記に活動予定を掲載させてい

ただきます。 
厚 生 部    部長 藤原 慶太 

１） H23 年度事業：理学療法士需給調査 
時期：平成 23 年 4～10 月 
対象：県下養成校・病院・施設 
方法：電話連絡・文書依頼 

 目的：熊本県下の理学療法士需給調査を行いま 
す。対象となるのは過去 3 年（H20 年か 
ら H23 年）となります。 

２）第 16 回熊本県理学療法士学会アンケート調査 
時期：平成 24 年２月 
対象：学会に参加される皆様            

方法：アンケート調査  
事 業 部    部長 保田 佳史 

 
 
 
 

法人事業審議委員会 委員長 大籠 安男 

新年度を迎え、職員の新規採用などで職場環境が

変わられている方も多いのではないでしょうか？

私の職場でも新しいスタッフが入り、1 年の内で

最も活気のある時期となっております。 
さて、当委員会の今年度最初の活動として、6 月

に全国理学療法士協会代議員総会（6 月開催）の

資料をまとめ、報告していきます。今年度より日

本理学療法士協会総会が代議員総会へと変わり、

その開催時期も変わっております。代議制になり 
調査資料部     部長 岸本 稔 

具体的運用がなされる年、協会事業に関して会員

一人一人が参加の意志を持つことが大切です。ど

しどし参加していきましょう。 
今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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3/12 

 

西日本リハビリテーション学院卒業式 

：熊本テルサ 

3/13 

 

第 14 回理事会・第 2回総会 

：熊本総合医療リハビリテーション学院 

3/16 

 

熊本市介護認定審査会 

：熊本市西保健福祉センター 

3/17 

 

熊本県医療・保健・福祉団体協議会第 2回理事会 

：熊本県医師会館 

3/25 

 

熊本県地域リハ支援協議会推進シンポジウム 

：くまもと県民交流館パレア 

3/26 

 

第 2回九州ブロック会理学療法士会会長会議 

：くまもと県民交流館パレア 

4/ 2 

 

 

メディカルカレッジ青照館 

熊本駅前看護リハビリテーション学院入学式 

：メディカル・カレッジ青照館 

4/ 4 

 

リハ・ケア全国大会打ち合わせ 

：熊本リハビリテーション病院 

4/ 6 

 

熊本市介護認定審査会 

：熊本市西保健福祉センター 

4/13 

 

第１回拡大理事会・第１回理事会 

：熊本総合医療リハビリテーション学院 

4/20 

 

熊本市介護認定審査会 

：熊本市西保健福祉センター 

4/25 

 

熊本県高次脳機能障害検討委員会 

：熊本大学医学部附属病院山崎講堂 

4/25 熊本県理学療法士協会監事監査：協会事務所 

4/27 公益法人申請打ち合わせ：熊本県庁 

4/27 

 

第２回理事会 

：熊本総合医療リハビリテーション学院 

5/ 6 

 

熊本市介護認定審査会 

：熊本市西保健福祉センター 

    

    

    

    

    

    

    

       

    

    

    

    

    

    

    

■ 平成平成平成平成 23232323 年度入会手続きについて年度入会手続きについて年度入会手続きについて年度入会手続きについて 

随時受付中です。6月の第 1回新人研修会当日は

大変な混雑が予想されますので、事前にお手続き

下さいますようお願いいたします。 

 

■  「県外異動」、「入会」、「休会」、「復会」、「県外異動」、「入会」、「休会」、「復会」、「県外異動」、「入会」、「休会」、「復会」、「県外異動」、「入会」、「休会」、「復会」、

「退会」「退会」「退会」「退会」に関し熊本県理学療法士協会書式による

書類の提出が必要です。 

各種届出書式に関しましては、熊本県理学療法士

協会会員名簿をご参照下さい。ご不明な点は事務

局までご連絡下さい。 

なお、書式は当協会ホームページよりダウンロー

ド可能です。ご活用下さい。 

 

■ 平成平成平成平成 23232323 年度会費納入について年度会費納入について年度会費納入について年度会費納入について 

クレジットカードをご利用の方は、協会本部の新 

システム構築の都合により、今年度の会費は、7

月 27日(例年より 2ヶ月遅れ)に口座から引き落と

しとなります。 

 

■ ニコスカード提携終了に伴う手続きのお願いニコスカード提携終了に伴う手続きのお願いニコスカード提携終了に伴う手続きのお願いニコスカード提携終了に伴う手続きのお願い    

既にお手元に送付されていますご案内のごとく、会 

員証カード「ニコスカード」は提携終了になります

ので、「楽天カード」への切り替え手続きをお願い

します。 

本年度の会費は、5 月末時点で手元にあるカード

（楽天カードが優先）からの引き落としで、二重に              

引き落とされることはありませんので、ご安心下さ

ﾌﾞﾛｯｸ名 
施設数                

（ ）内の自宅会員数

を含んでいます。 
会員数 

熊本市 246（48） 1034 

県 北 62（ 8） 175 

八 代 69（ 9） 196 

天 草 37（ 2） 77 

県 南 14（ 1） 36 

合 計 428（68） 1518 

事 務 局 だ よ り 
〒861-8045  熊本市小山 2丁目 25-35 

熊本総合医療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院内 

TEL/FAX       

Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ    

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ     

096-389-6463 

kpta_kat@mtg.biglobe.ne.jp 

http://www.kumamoto-pt.org 

会長行動録 
 

会員数(H23.4.30 現在) 

掲示板 

賛助会員 11 社  休会会員 145 名 

mailto:kpta_kat@mtg.biglobe.ne.jp
http://www.kumamoto-pt.org


い。  

  

� 会員証について会員証について会員証について会員証について    
会員証については、全会員に配付することになりま

した。 

 

    

    

    

    

振込先：肥後銀行 託麻東支店 

口 座：普通 205019 

金 額：22,000 円 

名 義：社団法人 

    熊本県理学療法士協会 

    理事 北里堅二 

電 話：096－389-6463 

住 所：熊本市小山 2－25－35  

 

会費銀行振込先会費銀行振込先会費銀行振込先会費銀行振込先    

1.助成の趣旨 

公益財団法人肥後医育振興会は、熊本県における医療振興に必要な教育・研究の助成及び委託事業を

行い、もって地域医療の向上と県民の健康増進及び日本国内の医学・医療の進展に寄与することを目

的としおり、この目的を遂行するため、以下の要領で医学研究助成金を公募する。 
 

2.助成対象 

熊本県下の医・歯・薬・保健系教育機関又は医療機関に所属する個人又はグループとする。 
 

3.応募資格 

熊本県の医・歯・薬・保健系教育機関又は医療機関に所属している者で、応募締切日において、満 37

歳未満の者とする。 
 

4.募集期間 

平成 23年 6月 30日（木）（期限厳守） 
 

5.応募方法 

申請書は財団の書式によるものとし、本文とコピー7部（合計 8部）に推薦書（1部）を添付して、財

団事務局へ提出すること。 
 

6.助成金 

1件 15万円とし、4件以内を採用予定。 
 

7.選 考 

公益財団法人肥後医育振興会助成選考委員会が選考にあたり、理事会で決定する。 
 

8.注意事項 

1）推薦者は、医・歯・薬・保健系の教育機関にあっては教授又はこれに相当する者、医療機関にあっ

てはその機関の長とする。ただし、肥後医育振興会助成選考委員会委員は推薦者になることはでき

ない。 

2）なるべく多彩なフィールドの研究を支援するため、過去の受賞者（平成 8 年度～平成 22 年度）は

応募を控えること。 

3）本財団以外からの研究助成を受けていない研究者や研究課題を優先する。 

4）研究費の使途については、特に制限はないが、15万円以内で計画すること。 

5）研究業績の欄は主なものとしているので規定の枠内に入る範囲で記入すること。 

6）助成金受賞者は、本助成金による研究成果についての報告（400字原稿用紙 4枚程度）を、肥後医

育振興会事務局へ提出しなければならない。この報告書は公表する。 
 

9.提出先 

〒860-0811 熊本市本荘 2丁目 2－1 肥後医育記念館内 

公益財団法人肥後医育振興会事務局  

TEL&FAX 096-373-5425 
 

10.応募案内及び申請書等は本財団のホームページ上で閲覧できます。 

 

平成 23 年度公益財団法人肥後医育振興会医学研究助成金応募案内 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県北ブロック         酒 見  亮 

今年度よりブロック長をさせていただきます有明成

仁病院の酒見亮と申します。ブロック長という大役を任

され不安と緊張でいっぱいです。不慣れな点も多々あり

ご迷惑おかけすると思いますがよろしくお願いいたしま

す。前ブロック長でありました日野賢司先生には 10 年

以上と長年にわたり県北ブロックを引っ張っていただき

ました。県北ブロックにおける各種事業を円滑にそして

大成功に導いて下さいました。先生のご尽力は計り知れ

ないものと感じております。本当にありがとうございま

す。この場をお借りして感謝申し上げます。今後は日野

先生が積み上げられてこられたものに新しい力を取り入

れ、県北ブロックを盛り上げていきたいと思っておりま

す。ですが、私自身まだまだ未熟者です。県北ブロック

会員の皆様には、各ブロック事業が円滑に行えますよう

ご協力をお願いいたします。 
ブロック内役員も新しくなりました。地域活動への参

加や卒後教育プログラム、症例検討Ⅱの計画があります。

会員の皆様もご多忙とは思いますが積極的にご参加くだ

さいますようお願いいたします。 
さっそくではございますが 6 月 5 日(日)に荒尾市健康福

祉まつりが開催されます。例年同様、理学療法のブース

を設けております。毎年、参加者も多く、地域住民の皆

様大変楽しみにされております。県北ブロックの会員は

もちろん、皆様のご来場を心よりお待ちしております。 
 

県南ブロック        新穂 大輔 

新年度になり院内もスタッフの入れ替わりもあり新体制

で業務に携わっています。新人さんも少しずつ院内の雰

囲気に慣れリズムをつかみ始めているころではないでし

ょうか。   
しかし、この新年度は普段とは全く違う気持ちで迎え

ることとなりました。3月 11 日の東日本大震災によって

多くの死者・行方不明者を含む甚大な被害が生み出され

ました。さらに福島県の原発問題の発生や長引く余震な

どの影響もあり2カ月が経つ今なおしっかりとした復興

の目処が立たない状態のようです。最初はあまりにも被

害が大きく、映像でみても現実味がなく信じられません

でした。被災地の方々はその現実に直面し、それでもな

お生きそして生活していかなければなりません。同じ日

本人として少しでも関われることがあればとみなさん一

人ひとりも感じていることと思います。被災地で頑張る

人、医療チームとして関わる人、ボランティアとして関

わる人、義援金で支援する人、その他節電や地元でしっ

かり経済活動を行ったりと様々な関わり方があると思い

ます。一時的ではなく長い関わりを持って支援すること、

しっかりと今の自分の役割を果たし元気を出していくこ

とが今後も大切なのではないかと思います。 
 さて、県南ブロックの最近の活動ですが、例年通り 4
月に伝達事項並びに今年度の活動計画の検討などを行い

ました。今年度も定例研修会を行いながら新人発表や卒

後教育プログラム、外部講師依頼など会員のみなさまに

実りある一年となるようブロック活動を運営していきた

いと思っています。積極的に参加していただき、改善点

やアイディアなどたくさんの意見を挙げていただけると

幸いです。みんなで県南ブロックを、熊本県を、九州を、

そして日本を盛り上げていきましょう。 
 

八代ブロック       塚島 靖博 

皆様はじめまして！今年度よりブロック長になりま

した、人吉総合病院の塚島です。どうぞよろしくお願い

します。 
 5月に入り一気に気温上昇！8日に人吉は 30℃を超え

る夏日でした。トマト・きゅうり・なす・ピーマン・レ

タス・・・・色々植えたりネットを張ったりと汗だくに

なりました。昨年は３男の部活の後援会長で１年間畑は

草ボーボー状態でした。いや、サボっていただけです。

さて、今年はいろんな面に気合い入れるぞー。 
今年は病院建替えのため5月に仮の施設へ引っ越しで

す。荷物を整理していると、かくどけい第 3 号（平成 7
年 5 月発行）が出てきました。懐かしく見ていると第 1
回釣り大会・・スキーツアー予定・・今はやっているか

な？H6・12月会員数 八代ブロック 39 名 県協会員数

347 名と、この原稿が載る第 97 号には何倍かな？昔は

顔と名前がある程度わかったけど・・思いにふけってば

かりはいられません。 
 八代ブロックは宇城・八代・人吉球磨の3地区にわか

れており、なかなか顔と名前が一致しないことがありま

す。各地区での勉強会・歓迎会などの席には積極的に参

加していきます。早速6月3日に宇城地区の歓迎会が開

催されます。 

 ブロック内での学術部卒後研修会は昨年度と同様に、

県南ブロックと共同開催を予定しております。 
わからないところは高口先生にアドバイスをいただ

き、お世話になりながらブロック会員の皆様と進めてい

きたいと思っています。 
 



 
天草ブロック        水田 順司 学術事業部による 学術事業部による 

文献紹介公募のお知らせ 文献紹介公募のお知らせ はじめまして。今年度より天草ブロック長になりまし

た東整形外科の水田順司と申します。まだまだ若輩者で

ございますが前任の福田先生の後を引き継ぎ、ブロック

活動を頑張りますので会員の皆様よろしくお願いいたし

ます。さて今年度の天草ブロックの定例勉強会は年間を

通して「可動域制限」をテーマに勉強会を開催していき

たいと思いますので、会員の皆様お楽しみください。4
月 22 日には毎年恒例の天草リハビリテーション研究会

として理学療法士だけでなく作業療法士、言語聴覚士の

先生方も一同に会しまして総勢59名の方に参加を頂き、

最後まで和気あいあいと会食を楽しませていただきまし

た。当ブロックへは新卒 5名、中途採用者 3名の方が新

たに加わりました。新しく加わられた先生方も積極的に

ブロック活動に参加頂きますよう、お願いいたします。 
今年度の県学会は天草ブロックが担当となります。現

在運営委員を中心に天草での開催に向け準備を進めてお

ります。来年の 2月に行いますので、多くの会員の方の

参加をお待ちしております。 
最後になりますが今年のブロック活動の目標は、各施

設間の横のつながりを作る事です。天草ブロックも私が

就職した当時から比べると格段に会員数が増加し、それ

に伴い各施設間の交流も少なくなっているように感じま

す。そこで今年の勉強会からはできるだけ実技などを盛

り込み、会員同士のコミュニケーションもとれるように

工夫しております。また、勉強会後の懇親会も企画して

いきたいと思いますので、臨床での悩みなど色々な事を

話しあえる機会にできたらと思います。5 月 13日（金）

には第 1回定例勉強会、天草ブロック全体会議も開催い

たします。新執行部含め新たな気持ちで取り組みたいと

思いますので、今後もよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学術事業部では会員の皆様の学術活動支援を行うた

めに、文献紹介を会員の皆様より公募しています。読

まれている文献を他の会員にも紹介していただけれ

ば幸いです。 

【募集内容】 

理学療法に関連する書籍、雑誌の要約を募集いたしま

す。執筆されている言語を問いません（英文、和文い

ずれでも結構です）。出版年による制限は設けており

ませんができるだけ近刊を募集しております。本邦の

他の雑誌で要約紹介済みのものはご遠慮下さい。 

【具備すべき条件】 

文字数は 1200 字程度 A4 サイズとしてください。要

約された論文の題名・著者名・雑誌名・巻・頁(最初

－最終)、発行年(西暦)をお書きください。 

【募集期間】 

随時募集 

【採否】 

「かくどけい」1号に対して2文献の掲載を行います。

尚、「かくどけい」への掲載をもって受理とさせてい

ただきます。 

「かくどけい」に掲載された方には寸志(図書カード)

を贈呈させていただきます。多数の御応募をお待ちし

ております。 

【募集方法】 

下記宛てに郵送、またはE-mail で送付してください。

【募集・問い合わせ先】 

 〒861-4193 熊本市近見5-3-1 

済生会熊本病院 リハビリテーション部 

              仁田脇 宣男 

 電話：(096)351-8000 

 FAX：(096)351-8063 

E-mail：nobuo-nitawaki@saiseikaikumamoto.jp  
天草リハビリテーション研究会歓迎会（H23.4.22） 

mailto:E-mail%EF%BC%9Anobuo-nitawaki@saiseikaikumamoto.jp


   

  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『東日本大震災を通して考えたこと』 

              

総務部部長

リハセンターみどりの樹

山本 博子

2011年3月11日に発生した東日本震災。早いもので

2 ヶ月が経ちました。皆さんはこの大災害を通して、何

を考え何を学ばれましたか。 
 この間、テレビを見ていたらある報道番組で、東京デ

ィズニーランドの震災当時の危機管理のすばらしさを伝

えていました。そこには、「皆さん大丈夫です」「座って

ください」などゲストに指示を与えている従業員。身を

守るよう商品のぬいぐるみをゲストに配っている従業

員。空腹を凌ぐために店にある食品を配っている従業

員。雨や寒さから身をまもってもらうために買い物袋を

配っている従業員。ゲストに恐怖心や不安を与えないよ

うに笑顔で話しかけている従業員などの映像が映し出さ

れていました。驚かされたのは、これらの従業員はほと

んどがアルバイトだということ。そして、それらの人々

がとった行動はマニュアルに書いてあったわけではな

く、「ゲストの笑顔のために」をモットーに自分で何を

すべきかを考え行動していたということでした。東京デ

ィズニーランドでは、年に 180 回、2 日に 1 回の頻度

で、色々な事態を想定した実践訓練を繰り返しているそ

うです。この徹底した実践訓練が、今回実を結んだとい

うことになるのでしょうか。徹底した実践訓練は行動を

身につけただけでなく、そこで働く人たちの意識を高め

ていったのではないでしょうか。自分たちが「ゲストを

守る」という意識。自分の仕事に誇りと自信を身につけ

たからこそ、今回の緊急事態に対応できたのではないで

しょうか。 
 私たち理学療法士は「障害をかかえた方々の自立をサ

ポートしていく」という目的意識を常に持ち、「対象者

が何を必要としているのか」「自分にできることは何か」

を考え行動に移していくことが必要であり、そのような

日々の実践を通して、さまざまな状況に対応できる能力

が身についていくのではないでしょうか。そして、もっ

とも大切なのは理学療法という仕事に誇りと自信をもっ

て取り組んでいくことではないでしょうか。 
 4 月に職場が変わり、デイサービスという未知の世界

に入り、試行錯誤の毎日を送っていますが、利用者の 

 

方々が何を望み、何を必要としているのか、そして、そ

のなかで、自分のできることは何かを考えながら、一歩

一歩踏み出していきたいと思っています。理学療法とい

う仕事に誇りと自信を持って。 
 最後に、今回東日本大震災により、亡くなられた方々

のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆

様、そのご家族の方々に対しまして、心よりお見舞い申

し上げます。一日も早い復旧復興をお祈り申し上げま

す。 

『いま、何をすべきなのか・・・』  

              

財務部部長

介護保険指定居宅サービス事業所（株）ミタカ

久米野 美由紀

3月11日に発生した東日本大震災から、丸2ヶ月が経

過します。国内観測史上最大を記録した大地震、その後

に押し寄せた大津波が東北地方を中心に甚大な被害をも

たらし、福島第1原発事故もなかなか収まる気配が見ら

れません。死者・行方不明者は約2万5千人。まだまだ

遺体が収容され続けている状態です。 

テレビ報道で流される様々な映像を見ながら、その悲

惨な地獄絵に、ふっと以前何かで聞いたことのある“ノ

アの箱舟”の話を思い出しました。日本だけではなく、

世界中で抱えている経済・財政問題、宗教問題、戦争な

ど、人類が皆幸せになるために、今こそもっともっと全

世界が一つになり真剣に考えるように、天から下された

何かの啓示だったのかもしれません。 

 今回の災害で、そのあまりの被害の大きさと悲惨さに

世界中の注目を浴び、世界中から様々な支援の手が差し

伸べられている状況を見聞きするたびに、東北の多くの

方々の尊い生命を犠牲にして、今私達は、私は何をする

べきなのか、そんなことを考える今日この頃です。 

 私も今のところ、義援金という形でしか支援できてい

ませんが、今回の災害で今まであまり日本には深く根付

いていない“ボランティア”活動を通して、人のために

自分にできる何かをする喜び、充実感を味わう人が増

え、これからもっとやさしい世の中になっていけばと思

っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

『 出 る 杭 は 打 た れ る 』  

 

 「 出 る 杭 は 打 た れ る 」。み な さ ん 、よ

く ご 存 じ の こ と わ ざ で し ょ う 。意 味 は 2

つ あ る よ う で 、「 頭 角 を 現 す 者 は 、兎 角

（ と か く ） 他 人 か ら 憎 ま れ 、 妨 げ ら れ

る も の で あ る 」「 出 過 ぎ た 振 る 舞 い を す

る 者 は 、人 か ら 責 め ら れ 制 裁 を 受 け る 」

と あ っ た 。 私 は 、 ど ち ら か と い う と 後

者 の 意 味 で こ の こ と わ ざ を 覚 え て い た 。 

 な ぜ 「 出 る 杭 は 打 た れ る 」 な ど と 書

く の か と 思 わ れ る 方 も い る か も し れ な

い 。 実 は 、 数 年 前 に 叔 父 か ら 届 い た 暑

中 見 舞 い に 書 か れ て い た の で あ る 。 こ

の 叔 父 は 、 暑 中 見 舞 い な ど も 季 節 の 挨

拶 に 必 ず 、 こ と わ ざ や 格 言 の 類 の 言 葉

を 書 い て い る の だ が 、 こ の こ と わ ざ に

い い 印 象 を 持 っ て い な い 私 は 、 な ん

だ ！ と 思 っ た こ と を 今 で も 覚 え て い る 。

だ が 、「 出 る 杭 は 打 た れ る 」の 後 に こ う

続 い て い た 。「 出 す ぎ た 杭 は 打 た れ な い  

出 な い 杭 、出 よ う と し な い 杭 は 腐 れ る 」。

ど こ か の 企 業 の 社 長 の こ と ば ら し い 。  

 続 き を 読 ん だ 後 、 こ の こ と ば が 頭 に

残 り 、数 日 間 そ の 意 味 を 考 え た 。特 に 、

「 出 な い 杭 、 出 よ う と し な い 杭 は 腐 れ

る 」 と い う く だ り が 印 象 的 だ っ た 。 経

営 者 の こ と ば な ら ば 、 こ の く だ り は 、

自 ら の 考 え を 主 張 し な い 社 員 や 考 え を

持 た な い 社 員 は 、 い つ か 必 要 と さ れ な

く な る と い う こ と な の か ？ 自 ら 仕 事 を

し な い 社 員 や 仕 事 を み つ け な い 社 員 は

成 長 し な い と い う こ と な の か ？ な ど と

考 え て い る う ち に 、 今 度 は 「 出 す ぎ た

杭 は 打 た れ な い 」 の く だ り の 「 打 た れ

な い 」 が 気 に な り は じ め た 。 打 つ 必 要

が な い の か と も 考 え た が 、「 出 す ぎ た

杭 」 は 打 つ べ き で は ？ い ろ い ろ 考 え た

挙 句 、 じ ゃ ぁ 「 出 る 杭 は 打 た れ る 」 と

は 、 ど う い う 意 味 だ ？ と 、 さ ら に 考 え

る … 。  

 叔 父 と ゆ っ く り 話 す 機 会 も な く 、 自

分 勝 手 に 次 の よ う な 解 釈 を し て み た 。

「 出 る 杭 は 打 た れ る 」 と は 、 自 ら を 高

め よ う と 努 力 す る 者 は 、 さ ま ざ ま な 助

言 や 指 導 を 得 る こ と が で き 、 チ ャ ン ス

に も 恵 ま れ る 。「 出 す ぎ た 杭 は 打 た れ な

い 」 と は 、 自 己 を い く ら 高 め よ う と し

て も 、 社 会 性 に 欠 け る 者 に 助 言 や 指 導

を す る 者 は い な い し 、 誰 も つ い て こ な

い 。そ し て 、「 出 な い 杭 、出 よ う と し な

い 杭 は 腐 れ る 」 は 、 漫 然 と 日 々 を 過 ご

し 、 自 己 研 鑽 を し な い 者 は 必 要 と さ れ

な く な る と い う こ と で は な い か 。  

 我 々 理 学 療 法 士 を 取 り 巻 く 情 勢 は

日 々 変 化 し 、 厳 し さ を 増 し て い る 。 今

こ そ 、自 ら を 高 め る 努 力 が 必 要 で あ り 、

関 係 職 種 と 協 調 し て い か な け れ ば な ら

な い 。 日 本 理 学 療 法 士 協 会 は 、 専 門 理

学 療 法 士 や 認 定 理 学 療 法 士 な ど 生 涯 学

習 シ ス テ ム の 再 構 築 を 進 め て い る 。 環

境 は 整 い つ つ あ り 、 理 学 療 法 士 各 々 が

「 出 る 杭 」 と な っ て ほ し い と 思 う 。  

 私 個 人 も 理 学 療 法 士 と し て「 出 る 杭 」

な の か 自 信 が 持 て な い 。 た だ 、 言 え る

の は 私 た ち 個 人 の 努 力 が 私 た ち の 地 位

を 高 め 、 私 た ち の 関 わ っ た 方 々 が 私 た

ち の 努 力 を 認 め た 時 、 社 会 的 地 位 が 決

ま る だ ろ う 。 そ う い う 意 味 で は 、 理 学

療 法 士 は 発 展 途 上 で あ り 、 多 く の 可 能

性 が あ る の で は な い か 。 自 ら を 高 め る

努 力 を 惜 し ま な い 限 り は … 。  

  

            (福 岡  N o . 1 8 0 よ り 抜 粋 )  
 
 



  
  
  
  
  
  

『肩関節の理学療法に参加して』 『訪問リハビリテーション研修会に参加して』 
熊本セントラル病院 津田祐輔 熊本リハビリテーション病院 古川 繁 

  
平成 23 年 3 月 27 日、当院にて開催された肩関節

の理学療法に参加致しました。この研修会は、当院

OB である船橋整形外科病院の高村隆先生を招き、昨

年に引き続き第 2 回目の開催となりました。昨年は、

当院スタッフのみでの開催となりましたが、今年は

菊池・阿蘇地域の病院・施設への呼びかけを行い、

参加者 50 名ほどの研修会となりました。 

「百聞は一見に如かず」という格言がありますが、

まさしく今私が置かれている状況を表すのに、一番

ふさわしい言葉ではないかと思います。私は昨年度

まで、回復期にて業務に携わっており、訪問リハに

所属するのは今年が初めてです。仕事内容に関して

は、話には聞いた事があったのですが、実際とても

大変なものである事が分かりました。 
 私が訪問リハを行う上で、一番苦労している事は、

結果を残す事の難しさだと思います。それにはもち

ろん信頼関係を築く事も含まれています。回復期業

務の時は、自然治癒力も後押ししてくれる事もあり、

比較的患者様との信頼関係は、早い段階から築く事

が可能です。従ってリハ内容に対する受け入れも比

較的良好です。しかし訪問リハでは、利用者の生活

の一部に介入していくわけで、それにはより強い信

頼関係が必要です。その信頼関係を築く事が、想像

以上に難しい事である事が、わずかまだ 1 カ月経過

しただけではありますが、十分に感じられます。今

出来ている事といえば傾聴する事だけかもしれませ

ん。 

本研修会は、肩関節疾患を中心に肩関節機能の講

義を行い、その後、触診を中心とした実技へと実際

の治療に対する基礎を学ぶ研修会でした。今年は、

肩関節周囲炎を中心に拘縮の病態、ADL 障害や空間

的区分についての講義をはじめ、その時期にあった

理学療法の進め方、また実際の症例を通しの肩関節

拘縮の手術療法と保存療法の臨床経過の報告の考察

をして頂き、実技を行いました。本研修会では、深

く広く患者を捉え、プログラムを計画・実行し展開

していく姿を身近で感じることが出来き、有意義な

研修会となりました。 
また、有意義な時間を過ごす研修会となった一面、

今年はある想いを胸に本研修会へと参加致しました。 
 今回、訪問リハビリテーション研修会に参加させ

ていただき、訪問リハにおける自分の役割を理解し、

少しでも利用者の QOL 向上に貢献する事が出来れ

ばと思います。その為の材料探しを色々な所へ出向

き見て、そして経験者の言葉を聞き、力をつけてい

く決心です。 

それは、当院スタッフであり昨年参加している私は、

昨年の実技での触診技術に未熟さを感じた自分にリ

ベンジを行うことでした。昨年の研修会後、基礎知

識、触診技術に未熟さを感じた私は、基礎知識と触

診技術の向上とともにスタッフ教育を兼ね、当院の 3
年目以下のスタッフを中心に月 2 回のペースで 1 年

間、勉強会を行ってきました。そのため、今回の本

研修では、基礎知識についての理解、触診を行うこ

とが出きたと同時に昨年以上に積極的に触診を行う

スタッフの姿が見受けらました。理学療法士として、

治療を行う上で、まだまだ未熟ではありますが、研

修会を通して学び、感じ、そして次につなげ取り組

むことの大事さを改めて感じることが出来る研修会

となりました。 

今まで研修会は、すでに 2 回行われており、多く

の先生により、経験に基づいた貴重な講演を聞かせ

ていただきました。先生方は、色々な工夫を基に訪

問リハを進められており、“考える力”というものを

とても感じました。そのような先生方の言葉の中か

ら、考える為のノウハウを学び、それを一つのきっ

かけとして、結果を残していく事が出来ればと思っ

ています。私が担当になった利用者の為に、努力す

ることが私の義務です。残り 3 回ありますので、さ

らに多くの事を学び、力をつけていく一つの機会と

したいと思います。 

最後になりましたが、高村先生をはじめ、今研修

会を企画して頂いた方へ深く感謝したいと思います。

ありがとうございました。 



 

平成 23 年度 第 1 回テーピング講習会 参加申込み・問い合わせ： 

成尾整形外科病院  

理学療法士 荒木理恵 

（スポーツ小委員会事務局） 

E-mail   araki@naruoseikei.com 

①氏名 ②所属先 ➂連絡先を明記の上、

E-mail にてお申し込みください。  

＊携帯アドレスは容量不足にて返信できませ

ん。必ず PC アドレスにて申し込みくださ

い。 

受講の方には、後日詳細内容をメールにてお

送りいたします。 

材料等の準備がございますので、キャンセル

は堅くお断りさせていただきます。 

なお、キャンセルの方には後日材料費を請求

する場合もあります。 

 

 

日  時：平成２３年６月１１日 

場  所：県民福祉プラザ 

青森県青森市中央 3 丁目２０－３０ 

                  

 

テ ー マ：チャレンジ！！義肢装具 

日  時：平成 23 年 8 月 26 日（金）27 日（土）

28 日（日） 

会  場：川村義肢装具株式会社  

     大阪府大東市御領 1-12-1 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.resja.gr.jp/po-sig/ 

 

 

 

テ ー マ：前頭葉、その魅力と神秘 

会  期：平成 23 年 11 月 11 日（金）〜12 日（土）

会  場：鹿児島市民文化ホール、他 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://jshbd35.umin.jp/ 

in 人吉（足関節編） 

スポーツ小委員会が担当し好評いただいております

「テーピング講習会」を人吉地区で開催します。 

今回は足関節捻挫等でテーピングする機会も多い足関

節に焦点を絞り実技も交えて、(財)日本体育協会公認

アスレチックトレーナーが親身になって講演します。

スポーツ指導者や選手、医療関係者の皆様方へ、わか

年 8 月 7 日（日曜）9:30～17:00

ック・テーピングの基礎知識

能 ） 

「     

） 

午後「

協公認

会   場：医療法

 

分 

 

    象：医療関係者、スポーツ指導者、スポーツ選

定   員：

料費 5.000 円） 

 

第 35 回日本高次脳機能障害学会

学術総会 

りやすい内容でお役に立つテーピング技術を提供しま

す。ご多忙とは存じますが、お誘い合わせの上、是非

ご参加下さい。 

開 催 日：平成 23

プログラム  

午前「アスレチ

とその限界」       

：東 利雄（熊本機 病院

テーピングの基本的な技術」

第 23 回日本ハンドセラピィ学会学術集会：西村英治（熊本整形外科病院

実技講習」            

：スポーツ小委員会部員（日体

アスレチックトレーナー） 

人 蘇春堂 球磨病院  

義肢装具 SIG 第 7 回講習会 リハビリテーション室  

人吉市上青井町 176  

ＪＲ肥薩線 人吉駅 徒歩 10

 

 

 

 

 

 

 

対

手、テーピングを体得したい方 

40 名 

参 加 費：無料（材

締め切り：平成 23 年 7 月 16 日（土）

 

mailto:araki@naruoseikei.com
http://www.resja.gr.jp/po-sig/
http://jshbd35.umin.jp/


 

  

本委員会は、糖尿病ウォークラリーの参加をはじめ、一般の方や保健師等の健康に関する専

門職を対象に運動指導を行っています。 

 運動を行うことが身体にいい影響を及ぼすことは皆さんもご存じだと思います。運動内容で

多少の効果は異なりますが運動を行うと筋力が向上し基礎体力が向上します。代謝機能が活性

化し、その分のエネルギーつまり糖質を消費し血糖の上昇を抑えます。また、ジョギングやラ

ンニングといった有酸素運動では糖質とともに脂肪を燃やし肥満の防止にもつながります。さ

らにストレスや不安を軽減し、エネルギーレベル、ストレス免疫能を改善させ、関節や筋肉を

より柔軟にするといわれています。つまり運動により体力をつけることで、すべての人に対し

健康への恩恵を与えてくれるとういうわけです。 

 しかし運動の大切さは理解しているものの実際に運動を行ってみると、どのような運動を行

えばよいのか分からずに運動を断念してしまうことも多いでしょう。ほんの少し運動するだけ

で、たくさんよい効果がありますので楽しみながら運動を生活に取り入れることをお勧めしま

す。ぜひ自分にとって必要な運動をする習慣をつくってください。 

このコーナーでヒントをお伝えしたいと思います。 

｢ウォーキングの基本姿勢と歩き方｣ 

 ウォーキングが体に良いと言われていますが、どんな効果があるのでしょうか。具体的には

心肺機能が高まる、血管・骨を丈夫にする、生活習慣病を予防する、ストレスを解消する等い

ろいろあります。 

 ウォーキングをするには正しい姿勢が必要です。その基本は背筋を伸ばしてまっすぐに立つ

ことで、イメージとしては頭のてっぺんがひもで上に引っ張られているような感じです。視線

は 10～15m 先を見るようにし、あごは軽く上げます。 

一般的には、あごを軽く引くと紹介されていますが、そ 

れだと次第に背中が曲がって前のめりの姿勢になること 

もあります。肩は力を抜いてリラックスし肘は 90 度に 

曲げ軽くこぶしを握ります。このような姿勢で歩くと腹 

筋と背筋で背骨支えているのが意識できます。 

 歩き方は踵から接地し、つま先で蹴り出すように歩き 

ます。踵から親指の付け根へと体重を移動させますが、 

足の裏で地面を掴むようなイメージをもって腰から前に 

出すように歩きます。歩幅は普段の歩行より少し広めを 

心がけて歩くとよいと思います。 
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★訪問リハビリテーション

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士という専門職が、居宅（ここでいう「居宅」には、自宅のほか軽費老人

ホームや有料老人ホームなどの居室も含みます）を訪問して行われる、心身の機能の維持回復、日常生活の自

立を助けることを目的とするリハビリテーションをいいます。

訪問リハビリテーションを利用できるのは、居宅で生活を送る、「要介護」と認定された人です。ただし、主

治医が、利用者の病状が安定しており、サービスの利用が必要だと認めた場合に限ります。

★介護予防訪問リハビリテーション

介護予防を目的として、一定の期間、利用者の居宅で提供されるリハビリテーションをいいます。介護予防訪

問リハビリテーションを利用できるのは、居宅（ここでいう「居宅」には、自宅のほか軽費老人ホームや有料

老人ホームなどの居室も含みます）で生活を送る、「要支援」と認定された人です。ただし、主治医が治療を

必要とする程度について、厚生労働省令で定める基準に合致していると認めた場合に限ります。

県内で理学療法士が訪問リハビリテーションを行なっている施設を地区ごとに紹介します.

：訪問リハビリテーション ：介護予防訪問リハビリテーション

◆県北ブロック

●鴻江病院

●荒尾中央病院

●高橋整形外科医院

●悠紀会病院

●山鹿中央病院

●山鹿温泉リハビリテーション病院

●三森循環器科・呼吸器科病院

●大橋通クリニック

●有明成仁病院

熊本県介護サービス情報公表センターより(平成 23 年 2月現在)

◆県南ブロック

●山田クリニック

●渕上クリニック

●宮崎整形外科医院

●神経内科リハビリテーション

協立クリニック

予

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

予訪

訪



 
 

 

 

 

 ブランド キャラクター 
～我々は理学療法士である～ 

会員の皆様におかれましては，益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。さて、第 16 回熊本県理学療法士学

会を天草ブロックが担当して開催することとなりました。今回のテーマは、「ブランド キャラクター：我々は

理学療法士である」と、題しました。これからの理学療法士のあり方を、会員の皆様はもとより、市民の方々と

一緒に考えて行く企画を立てました。また、新人の登竜門としての口述発表も予定しております。 

 会員の皆様の積極的な学会参加を、心よりお待ちしています。                     

 

・・・・・・・・・・・・・・開催要項・・・・・・・・・・・・・・
会 場：天草市民ｾﾝﾀｰ(予定)            

所在地：〒863-0033 熊本県天草市東町 3 番地 

TEL 0969-22-4125             

URL：http://www.city.amakusa.kumamoto.jp 

会 期：平成 24 年 2 月 19 日(日) 

テーマ：ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｷｬﾗｸﾀｰ 

    ～我々は理学療法士である～ 

主 催：社団法人 熊本県理学療法士協会 

担 当：天草ﾌﾞﾛｯｸ 

参加費：無料（ﾎﾟｲﾝﾄ申請をされる方は1000円） 

内  容：1）学術発表…口述発表(30 題)予定 

     2）ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ…市民公開講座(内容検討中) 

・・・・・・・・・・・・・演題募集要項・・・・・・・・・・・・

＜応募方法＞                   

演題の募集はｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用したｵﾝﾗｲﾝ登録のみとなり

ます。 

協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.kumamoto-pt.org/ 

＜応募期間＞                   

平成 23 年 7月 1日(金)～9月 30 日(金)までです。 

余裕を持って登録頂くことをお勧めします。 

＜発表形式＞                   

口述発表(発表時間：7分 質疑応答：3分)      

＜登録時に必要な情報＞             

1)筆頭演者：氏名、所属、部署、会員番号   

2)共同演者：氏名、所属、部署、職種 

3)連絡先となる演者の氏名、所属、郵便番号、住所、

電話番号、FAX 番号、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

4)演題分類記号 

登録画面上の演題分類(下記と同内容)から第 2希望ま

でを選択してください。 

01 中枢疾患 02 整形疾患  03 ｽﾎﾟｰﾂ傷害  

04 内部障害  05 障害児者 06 ADL  07 地域ﾘﾊ 

08 理学療法教育 09 理学療法管理・運営  10 その他

5)演題に関する情報 

演題名、副題名、ｷｰﾜｰﾄﾞ 3つ、抄録の本文 

＜登録手続き＞ 

社団法人熊本県理学療法士協会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｱｸｾｽし熊本県

理学療法士学会のﾍﾟｰｼﾞに入り、案内に従って登録してくだ

さい。登録時には会員番号と協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの会員ﾛｸﾞｲﾝで使

用しているﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが必要です。必要事項の記入漏れなどは

入力時にﾁｪｯｸされ、必要条件を満たさない場合は、ｴﾗｰﾒｯｾｰ

ｼﾞが表示されます。入力ﾁｪｯｸをすべてｸﾘｱしなければ登録は

完了しません。登録時に入力したﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ宛に登録通知が 

自動発信されます。募集期間中はいつでも登録確認と訂正

が行なえますが、募集期間終了後の確認・修正は一切でき

ません。 

＜演題申込み用抄録作成上の注意＞        

1)抄録の体裁について                  

目的･方法･結果･考察･まとめ等の小見出しを付けて分類

してください。本文は全角換算750字以内（文字ｽﾍﾟｰｽ含

む/半角英数字は2文字を1文字に換算）で、図表は入れ

ることは出来ません。               

2)可能な文字種について                 

機種依存文字の使用は絶対に避けてください。JIS第1、

第2水準で規定されている文字のみです。詳細は登録画

面でご確認ください。また文字装飾は一切行なわないで

ください。 

＜演題審査＞ 

審査結果は各自のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽに通知いたします。 

10月14日(金）までに採択通知が届かない場合は下記まで

お問い合わせください。 

＜発表スライド提出＞ 

発表ｽﾗｲﾄﾞを学会前に提出していただきます。 

平成 24 年 1月 4日(水)～1月 31 日(火)必着です。 

下記提出先まで CD-R を郵送してください。 

Windows PowerPoint97- 2003以下で編集されたものに限り

ます。動画・音声出力は対応いたしません。PowerPointの

ﾀｲﾄﾙは［発表者氏名（ｽﾍﾟｰｽ）演題名］としてください。 

例)天草太郎 高齢者のQOLに関して           

お送りいただいたｽﾗｲﾄﾞの内容変更は出来ません。学会当日

はお送りいただいたCDのｺﾋﾟｰを控えとしてご持参下さい。

＜応募・提出に関するお問い合わせ＞ 

第16回熊本県理学療法士学会準備委員会  

演題管理担当：吉永 雄一 

〒863-2301 天草市五和町御領9133 

介護老人保健施設ﾌﾞﾙｰﾏﾘﾝ天草ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部 

TEL：0969-32-2112 / FAX:0969-32-2177 

ﾒｰﾙ：info@ichiyokai.or.jp 

(件名に、ﾌﾞﾙｰﾏﾘﾝ天草ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部 吉永 雄一 宛と必

ず明記してください。) 

 

学 会 長 江崎 重昭 

準備委員長 福田 誠二    

http://www.city.amakusa.kumamoto.jp/
http://www.kumamoto-pt.org/
mailto:info@ichiyokai.or.jp






 

賛 助 会 員 一 覧 
施設名 〒 住所 TEL 

有園義肢株式会社 866-0815 八代市長田町 3300 0965-33-3983 

アメックス熊本株式会社 862-0913 熊本市尾ノ上 1-3-9 096-384-6565 

（有）熊本託麻義肢 861-8034 熊本市八反田 2-1-49 096-380-8673 

（株）薗田義肢製作所 860-0811 熊本市本荘 4-5-5 096-364-9376 

（株）タガワブレース 869-0605 宇城市小川町南部田 1555-1 0964-43-0503 

（株）徳田義肢製作所 862-0971 熊本市大江 6-27-20 096-364-0855 

（株）ホワシ 861-8045 熊本市小山 5-19-55 096-389-5411 

（株）ミタカ 861-3107 上益城郡嘉島町上仲間 850-2 096-237-2257 

（株）日本メディックス 九州支店 811-1311 福岡市南区横手 1-8-2 092-571-8258 

帝人在宅医療株式会社 熊本営業所 862-0913 熊本市尾ノ上 2-23-1 096-360-7333 

（有）三栄商会 サンエイ・メディカル 861-0516 山鹿市中央通 406 0968-43-7755 



19 日 19 火 かくどけい編集会議 19 金

事　業　予　定　表

６　　月 ７　　月 ８　　月

日 曜 日 曜 日 曜

1 水 第4回理事会（予） 1 金 1 月

2 木 県民介護講座 2 土 2 火

3 金 3 日 3 水 第6回理事会（予）

4 土 4 月 4 木

5 日 5 火 5 金

6 月 熊本県地域リハビリテーション支援センター運営委員会 6 水 第5回理事会（予） 6 土

7 火 7 木 7 日 第1回テーピング講習会

8 水 厚生部会議、教育学術局会議 8 金 8 月

9 木 県民介護講座 9 土 9 火

10 金 10 日 『PTあ！』っと健康講座 10 水

11 土 11 月 11 木

12 日 12 火 12 金

13 月 医専連理事会 13 水 第1回部長会議 13 土

14 火 学術部会議 14 木 14 日

15 水 15 金 卒後教育班会議 15 月

16 木 スポーツ小委員会会議 16 土 16 火

17 金 17 日 車いすテニス大会（～18日） 17 水

18 土 第1回新人研修会（～19日） 18 月 18 木 管理者教育カリキュラム（～19日）

19 日 19 火 かくどけい編集会議 19 金

20 月 管理者教育カリキュラム（～21日） 20 水 20 土    理学療法士講習会（～22日）

21 火 熊本市民健康フェスティバル企画準備委員会 21 木 21 日

22 水 法人事業審議委員会会議 22 金 22 月

23 木 23 土 23 火

24 金 臨床実習班会議 24 日 コミュニケーションスキル研修会 24 水

25 土 日本理学療法士協会代議員総会 25 月 かくどけい発送作業・保険部会議 25 木

26 日 26 火 26 金

27 月 27 水 27 土

28 火 28 木 28 日 介護教室

29 水 29 金 29 月

30 木 30 土 30 火

31 日 31 水

・肥後医育振興会評議員会（20日） ・シティＦＭ放送出演（6日） ・第42回市民公開講座

・第2回新人研修会



施設区分（Ⅰ） 施設区分（Ⅱ）
Ａ群 Ｂ群

1 大学病院 1 厚生省 医療施設 病院 大学病院 1 － 1
2 総合病院 2 文部省 総合病院 1 － 2
3 一般病院 3 労働福祉事業団 老人病院 1 － 3
4 老人病院 4 旧三公社（たばこ産業・ＪＲ・ＮＴＴ） 小児病院 1 － 4
5 小児施設 5 都道府県 一般病院（上記以外） 1 － 5
6 老人施設 6 市区町村 精神病院 1 － 6
7 教育施設 7 日赤 結核病院 1 － 7
8 行政機関 8 済生会 らい病院 1 － 8
9 保健所 9 北海道社会事業協会 その他 1 － 9

10 その他（含む自宅） 10 厚生連 診療所 診療所・医院 2 － 1

11 国民健康保険協会連合会 医療福祉中間施設 老人保健施設 3 － 1
12 全国社会保険協会連合会 訪問看護・ＰＴ 3 － 2
13 厚生団 在宅サービス 3 － 3
14 船員保険会 その他 3 － 4

15 健康保険組合及びその連合会 福祉施設 老人福祉施設 養護老人ホーム 4 － 1
16 共済組合及びその連合会 特別養護老人ホーム 4 － 2
17 国民健康保険組合 老人福祉センター 4 － 3
18 公益法人（社団・財団） 老人デイサービス 4 － 4
19 医療法人 その他 4 － 5

20 学校法人 身体障害者更生援護施設 重度障害者授産施設 5 － 1
21 会社 肢体不自由者更生施設 5 － 2
22 その他の法人 身体障害者療護施設 5 － 3
23 老人福祉施設 重度身障者授産施設 5 － 4
24 身体障害者更生援護施設 身体障害者更生相談所 5 － 5
25 児童福祉施設 身体障害者福祉センター（Ａ・Ｂ型）5 － 6
26 精神薄弱者援護施設 その他 5 － 7

27 その他の社会福祉施設 児童福祉施設 肢体不自由児施設 6 － 1
28 個人 肢体不自由児通園施設 6 － 2
29 その他（含む自宅） 重症心身障害児施設 6 － 3

薄弱児通園施設 6 － 4
その他 6 － 5

教育・研究施設 養護学校 7 － 1
ＰＴ教育施設 7 － 2
研究施設 7 － 3
その他 7 － 4

行政関係施設 保健所 8 － 1
市町村保健センター 8 － 2
国県市町村（行政） 8 － 3
その他 8 － 4

保健（健康産業） スポーツ関係 9 － 1
フィットネス施設 9 － 2
企業 9 － 3
その他 9 － 4

その他 自宅 0 － 0
営業（自営・開業） 0 － 1
その他 0 － 2
海外 0 － 3

異動届記載用資料



会員異動届 

注）自宅住所を(室番号まで)を必ずご記入下さい。 
自宅会員になった場合は、自宅住所の都道府県理学療法士会に所属となります。自宅住所(室番号まで)･電話番号を必ずご記入ください。 

海外に異動の場合、都道府県士会に所属せず海外会員になることも可能です。 

海外会員になる方は、海外住所(海外勤務先･海外自宅)･国内住所(何らかの連絡がとれる住所)･Eメールアドレスを必ずご記入ください。 

休会中に、自宅住所･氏名等の変更がある場合にも、異動届を提出下さい。 

 

県外異動 ・ 県内異動 

(○で囲む) 

 

在籍状況 在会・休会 

(○で囲む) 
提出日 平成    年    月    日 

変更事項 改姓・自宅住所・勤務先
(○で囲む) 

異動日 平成    年    月    日 

フリガナ   旧 姓 会員番号(右詰めでご記入ください) 

氏  名 

 

姓  

 

 

名          

           印 
 

         

 県内 
士会所属 入会年度 Ｓ ・ Ｈ      年度 

所 異動 

属 県外 
士会から      士会へ 新人教育プログラムの修了 

済 ・ 未 

 異動 (○で囲む) 

 〒    -      

自  宅 住所      都道 

自宅会員は 

          府県 

必ず記入 

 電話        FAX      

Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

 
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ     

 

名  称 

勤 務 先     

 

自宅会員の場合 

所属部署 

〒    -      

 ”自宅” 

 

と記入する 住所     都道  

           府県  

 
電話        FAX     

施設区分 Ⅰ Ａ群      －Ｂ群 Ⅱ － 

 

 

会費納入 

本 部 会 費   年度納入済 

都道府県士会費   年度納入済 
連絡事項

 

クレジットカード 発行 

     （○で囲む） 

済  

未 

     ※ 口座変更を希望される場合は                     

クレジットカード裏面コールセンターまでご依頼下さい。               

＜都道府県士会確認欄＞                     ＜士会受付番号＞               

        士会事務局長           印     平成     年     月     日 

                                                 

＜ 個人情報について ＞ 

当届用紙より得た情報は、下記の目的以外には使用しません。 

１. 名簿管理・発行 

２．協会が発行する機関紙等の発送、及び会員皆様の福利厚生を目的としたご案内等の発送 

３．会員の分布状況の把握（集計数値を使用します） 



社団法人 熊本県理学療法士協会

退　会　届

社団法人 熊本県理学療法士協会長　殿

この度 私は、社団法人熊本県理学療法士協会を退会しますのでお届け致します。

提出日 平成　　年　　月　　日

退会日 平成　　年　　月　　日

氏　　名 　　　　　　　　　　　　　印 会員番号

勤 務 先

※ 勤務先は熊本県理学療法士協会員としての勤務先をご記入ください。

※ 自宅会員の場合、「自宅」と記入ください。



 
 
                       
                                                          

 
 

 

 

                          
            
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人熊本県理学療法士協会広報誌「かくどけい」 

号    数    第97号 通算134号  

発 行 日    平成23年5月30日 

発  行  人     社団法人熊本県理学療法士協会 

               〒861-8064 熊本市小山町2丁目25-35

              TEL/FAX 096-389-6463 

S T A F F      佐 藤  亮    坂田  大介 

                   江 口  宏    岩村  泰年    

           緒方 美湖    山田祐理子 

           奥 薗  彩    冨 永  誠 

           野田  智愛    北岡  千春 

           渡邊  知子    松本  美香 

           有馬  正英    古川  晃次 

           財滿  麻美    渡邊  大輔 

           福田  圭祐    中野  真実 

           南  留美子    野尻  晋一（表紙）

東日本大震災から 3 ヶ月近くが過ぎようとし、

報道では復興に向けて動いている様子も多く見

かけられるようになりました。そんな時「職業

病」とでも言うのか、『PT’ｓ EYE』が働いてしまう

のは私だけでしょうか？例えば仮設トイレでは

出入口に段差がありますが、手摺も無く、高齢者

にとって簡単に使用できるものではなく、和式ト

イレであれば尚更です。被災地には理学療法士

も派遣されていますが、ぜひそういったところ

にも理学療法士の視点が入ることを期待します。

（F.K）
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